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地球の年齢

“．．．あなたがたのうちにある望みについて説明を求める人には、いつでも弁明のできる用意を

していなさい”(ペテロの第一の手紙3章15節）

“…be ready always to give an answer to every man that asketh you a reason of the hope that is in you 
with meekness and fear:” ( I-Peter 3:15)

“聖書はすべて神の霊感を受けて書かれたものであって、人を教え、戒め、正しくし、義に導く

のに有益である”（テモテへの第二の手紙3章16節）

“All scripture is given by inspiration of God, and is profitable for doctrine, for reproof, for correction,
 for instruction in righteousness:” (II-Timothy 3:16)

1.
B _ _ _ _

I _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _


B _ _ _ _ _

L _ _ _ _ _ _


E _ _ _ _
このセミナーで達成したい３つの項目：

1)　福音への信仰を深めること

2)　不明なことを明らかにする手助けをすること

3)　何かに取り組むことによって意欲を持つこと

2.
ダイナソー・アドベンチャー・ランド（恐竜探検ランド）は、

              州　             にある。

3.
人生には4つの大きな問いがある：


A.　私は________なのか？


B.　私は________から来たのか？


C.　私は________ここにいるのか？


D.　私は死んだら________へ行くのか？

これらの問いにどう答えるか、それがあなたの世界観―信仰である。


4.　
世界観は基本的に大きく二つに分けられる：(括弧内の語順を正しく並べ替えよ)


A.　ビッグ・バンが無からすべてを造った。
　_____________（STAMINUH）


B.　知的な何者かがこれらをデザインした。
　_____________（TRONISACITE）

“さて、主なる神が造られた野の生き物のうちで、蛇が最も狡猾であった。蛇は女に言った、「園にあるどの木からも取って食べるなと、ほんとうに神が言われたのですか？」”

（創世記3章1節）
“Now the serpent was more subtil than any beast of the field which the LORD God had made. 
And he said unto the woman, Yea, hath God said, Ye shall not eat of every tree of the garden?”
(Genesis 3:1)

5.　
“And the serpent said unto the woman, Ye shall not surely ______.” (Genesis 3:4)


“蛇は女に言った、「あなたは決して______はないでしょう」”（創世記3章4）

6.　
括弧内の語順を正しく並べ替えよ：


“If you tell a lie 
_________________ (NLOG) enough,




     
_________________ (OLDU) enough,



and
    
_________________ (TENOF) enough, the people will believe it.


People are more likely to believe a __________ (GIB) lie than a small one. “   

---Hitler

“嘘も、充分____く　_____で　そして____に言うならば、いつしか人々はそれを

信じるようになるだろう。人は、小さいものよりも____い嘘の方を信じるものだ。”

―ヒトラー

7.　
バナナはかびた蜘蛛の足でできているので【ある／はない】。（どちらかに○）

	注　意

人に嘘を信じ込ませたいならば、虚偽のなかに真実を織り込めばよい。




	真実　＋　誤り　＝　虚偽


8.
ねずみの毒（猫いらず）の内容物は、99.995%までが＿＿＿＿食物である。

9.　
進化という言葉には６つの意味がある：


A.　＿＿＿＿
（時・空間・物質の起源）

偽り
B.　＿＿＿＿
（要素の起源）


偽り
C.　＿＿＿＿
（星座と惑星の起源）

偽り
D.　＿＿＿＿
（生物の起源）


偽り
E.　＿＿＿＿
（植物や動物が他種に変化）
偽り

F.　＿＿＿＿
（同種間に起こる変化）

事実

“地は青草と種類にしたがって種をもつ草と、種類にしたがって種のある実を結ぶ木とをはえさせた。神は見て、良しとされた。”（創世記1章12節）

“And the earth brought forth grass, and herb yielding seed after his kind, and the tree yielding fruit, whose seed was in itself, after his kind: and God saw that it was good.” (Genesis 1:12)

“神はまた言われた、「地は生き物を種類にしたがっていだせ。家畜と這うものと地の獣を種類にしたがっていだせ」。そのようになった。”（創世記1章24節）

“And God said, Let the earth bring forth the living creature after his kind, cattle, and creeping thing, and beast of the earth after his kind: and it was so.” (Genesis 1:24)

10.
熱力学*　第一の法則¹：

____________が新しく作られたり消滅したりすることは無い。

	熱力学*
	

	熱力学第零(0)法則

熱力学第一法則¹
（エネルギー保存則**）

熱力学第二法則²
熱力学第三法則

（絶対エントロピーの定義）


	「物体AとB、BとCがそれぞれ熱平衡ならば、AとCも熱平衡にある」 

（温度が一意に定まることを示している。 第1法則は、閉鎖された空間では外部との物質や熱、仕事のやり取りがない限り、熱(そしてエネルギー)の総量に変化はないということを示している）

「系の内部エネルギーの変化dUは外界から系に入った熱δQと外界から系に対して行われた仕事δWの和に等しい」dU = δQ + δW 

**（the law of the conservation of energy）は、エネルギー保存またはエネルギー保存則ともいい、ある閉じた系の中のエネルギーの総量は変化しないという物理学の基本的な法則（保存則）である。

1.　熱が低温の物体から高温の物体へ自然に移動することはない。（クラウジウス） 

2.　温度の一様なひとつの物体からとった熱を全て仕事に変換し、それ以外に何の変化も残さないことは不可能である。（トムソン） 

3.　第二種永久機関は存在しない。 

4.　断熱系で状態変化が起こるとき、エントロピーは必ず増加する。可逆的な変化ではエントロピーの増加は０となる。（エントロピー増大の原理） 

（エネルギーを他の種類のエネルギーに変換する際、必ず一部分が熱エネルギーに変換されるということ、そして、熱エネルギーを完全に他の種類のエネルギーに変換することは不可能であるということを示している。つまり、どんな種類のエネルギーも最終的には熱エネルギーに変換され、どの種類のエネルギーにも変換できずに再利用が不可能になるということを示している。なお、エントロピーの意味は熱力学の枠内では理解しにくいが、微視的な乱雑さの尺度であるということが統計力学から明らかにされる）

絶対零度でエントロピーはゼロになる。

（絶対零度よりも低い温度はありえないことを示している）

（出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』）


11.　
２大選択肢：


A.　何者かが_______を作った。


B.　_______は自然にできた。

12.　
バークレーは、聖書大学で【ある／はない】。（どちらかに○）

13.
もしuniが“ひとつの”、そしてverseが“語られる詩節”であるならば、


universeとは、________   ________  _________　ということになるだろう。 
“神は「光あれ」と言われた。すると光があった。”（創世記1章3節）

“And God said, Let there be light: and there was light.”(Genesis 1:3)
14.
これは「はじめに＿＿＿は」と「はじめに＿＿＿は」の対決である。
15.
括弧内の語順を正しく並べ替えよ：

Evolution is not _____________. (NICESEC)
進化は ____________ではない。

It is a _____________. (REGILION)

それは ____________である。

16.
左右の関係を適合させるよう線で結べ：

約6000年前


ジーザスは来られた


　4400年前


神の来臨を待っている


　2000年前


創造


　今日



洪水

17.
メリーゴーラウンドはどれによって物理法則を実証することができるか：

（ひとつ選び○で囲め）


A.　需要と供給


B.　ハーフバックのオプションパス


C.　コプラライト城


D.　角運動量保存*
	角運動量保存の法則*
質点(質量のみを有し大きさなどのほかの属性を持たないもの)に働くすべての力の作用線が、常にある一点で交わるときは、質点の角運動量は常に一定であるという法則。

回転する「こま」は、回転軸にそって、時計回りなら下向き、反時計回りなら上向きの角運動量を持っている。 

外力が働かなければ角運動量は保存される。外力が加わると「こま」は傾きを保ったまま大きく回転をはじめる。 このときも「こま」の角運動量と歳差運動の角運動量を合成することで、角運動量保存の法則が成立する。


18.
熱力学第二の法則²：

________は、無秩序な方へ向う傾向がある。



新しい数学


数百年前

||　

遠い大昔

||

昔々・・・（お伽話）

19.
公立学校では創造について教えることが【できる／できない】。（どちらかに○）

20.
＿＿＿＿年、祈りは公立学校から排除された。

テスト#A.
昔々、女の子が蛙にキスをしました。

蛙は王子に変身し、彼らはずっと幸せに暮らしましたとさ。

【実話／お伽話】（どちらかに○）

テスト#B.　
昔々、女の子が何百年もの間、蛙が王子になるのを待っていました。

そして彼らはずっと幸せに暮らしましたとさ。　

【実話／お伽話】（どちらかに○）

21.
科学には_______った歴史がある。


A.　全ての惑星が地球の周りを回転する。　

偽り

B.　大きな物質は小さな物よりも早く落下する。
偽り

C.　病気は悪い血が原因である。


偽り



22.
地球の年齢を明らかにするには、まず_________________ を見出さなければならない。

Seminar One B



1.
“さらに、「主よ、あなたは_______に、地の墓をおすえになった。
もろもろの天も、み手のわざである。” （ヘブル人への手紙1章10節）

“And, Thou, Lord, in the _________ hast laid the foundation of the earth; 
and the heavens are the works of thine hands.” ( Hebrews1:10)

“万物は、店にあるものも地にあるものも、見えるものも見えないものも、位も主権も、

支配も権威も、みな御子にあって造られたからである。これらいっさいのものは、御子に

よって造られ、御子のために造られたのである。”（コロサイ人への手紙1章16節）

“And I baptized also the household of Stephanas: besides, I know not whether I baptized any other.” (Colossians1:16)

2.
“…創造者は______から人を男と女とに造られ…”（マタイによる福音書19章4節）
“…he which made them at the________ …  ”　
3.
“…天地創造の______から…”（マルコによる福音書10章6節）
 
“… from the___________ of the creation …”

4.
どちらの記述が正しいか？　(正しい方に○)


人がこの世に死をもたらした。
（　）


死がこの世に人をもたらした。
（　）

5.
聖書に「_____の人アダムは生きたものとなった」と書いてあるとおりである。”
（コリント人への第一の手紙15章45節）

“And so it is written, The______ man Adam was made a living soul; the last Adam was 
made a quickening spirit.” (I-Corinthians 15:45)

6.
聖書はおよそ6000年前の歴史を教えて【いる／いない】。（どちらかに○）

7.
おそらく、カインは、　：（ひとつ選び○で囲め） 

A.　彼の祖母

B.　彼の妹

C.　執事

D.　あなたのお母さん

と結婚した。

8.
ノアの父（レメク）はアダムであった可能性【がある／はない】。（どちらかに○）

9.
キリストは、創世記を____ 回引用している。

10.
聖書では、そのなかの殆どの書が ___________ について述べている。

人口

11.
今日世界人口は6億人を越えている。　現在の人口は、フロリダ州・ジャクソンヴィルを

___倍した面積に適合する。フロリダ州・ジャクソンヴィルの土地面積は、約______平方フィート（2億5千㎡）である。もし、人類が300万年ここにいたとしたら、人口は1平方インチ(6.5平方cm)あたり_____人ということになる。ジョージア州のガイドストーンには新世界秩序（NWO）の十戒律が含まれている。戒律１番には、人口は1/2___まで整備すると謳われている。

	【面積換算】　　平方ft　× 0.09 ＝㎡

平方in　× 6.5 ＝㎠


空間

12.
銀河（星雲)は回転し続けると、結果としてそれらは形を失ってしまうという。

もしそうならば、なぜ螺旋銀河はいまだ存在するのか？：（ひとつ選び○で囲め） 


A.　回転停止することを忘れたから。


B.　誰も回転停止するタイミングを知らせてくれないから。

C.　銀河は何億年もあったのではないから。


D.　歯磨きチューブは真ん中から絞るべきでないから。


スーパー・ノヴァ（超新星）といわれる星は約30年ごとに発生する。

天におよそ_____個未満あるスーパー・ノヴァ・リングは、それを証明する。

それは、過去ほんの数千年に相当するものだからだ。

13.
どちらの記述が正しいか？：（正しい方に○）


星は間違っている。
（　）


進化論が間違っている。
（　）

14.
教科書は、赤色巨星 (red giant star)が ______矮星( _____dwarf star）に“進化”するには

何億年もの時を要すると教えている。

15. 
_______________には2000年未満のうちにこの行程が起こった。

16.
惑星はいまだ ________________　にある。

（もし宇宙が何億歳だというならば）とっくに完了していてもいいはずであろう。

17.
なぜ、ガニメデ（木星のなかの衛星のひとつ）は冷却期間を終えていないのか？：

（ひとつ選び○で囲め）


A.　何をするか指示されるのが好きではないから。


B.　法則を理解していないから。

C.　衛星が何億年というものではないから。


D.　ヤギのチーズが不味いから。

18.
土星には惑星から離れている_____ がある。

19.
月は地球から ______*いっている。
以前はもっと地球に______ 。


背の高い恐竜は月に（より近いので）尻を向けられていた！!

	* 重力による地殻の変形によって、地球-月系の角運動量は月に移動しており、

これにより月と地球の距離は年約3.8cmずつ離れつつある。


20.
彗星は常に物質そのものを失っており、________年未満という推定寿命がある。


　　　　　支出が収入を上回るとき、維持は常に破綻する。　
21．
__________雲*は50000AU（地球と太陽の平均間距離：天文単位au）の距離にあると

言われている。

１AU＝9300万マイルであり、冥王星は39AUである。

	* 太陽系から離れている、彗星の多い宇宙の域。


22.
聖書を信じる創造論者は、彗星について問題を抱えて【いる／いない】。（どちらかに○）


“もろもろの天は神の栄光をあらわし、大空はみ手のわざをしめす。”（詩篇19章１節）


“The heavens declare the glory of God; and the firmament sheweth his handywork.” (Psalm19:1)

23.
museという言葉は“________”を意味する。 

amuseという言葉は“__________”を意味する。

地球

“…あるいは地の草や木に問うてみよ。彼らはあなたに教える。海の鳥もまたあなたに示す…”（ヨブ記12章8節）


“Or speak to the earth, and it shall teach thee: and the fishes of the sea shall declare unto thee.”
 (Job 12:8)

24.
地球は巨大な磁石である。磁石もいつかは力を失う。地球の磁場は過去150年の間に

____%の力を失った。それは以前、もっと______だったのである。

25.
教科書は、パンゲア*を形成する（地図に上手く適合させる）ために、アフリカの地形を

______  %も縮めた。またメキシコや中央アメリカはすべて抹消された。　

	* パンゲア／Pangaea：　約3億年前に地球上に存在したと考えられている大陸


26.
大陸は、（睡蓮の葉のごとく）浮かんで【いる／いるのではない】！（どちらかに○）

27.
地球は、赤道を約___________mph*で回転している。


地球は毎日、時速が１/1000秒遅くなっている。 以前それは、もっと_______。



だから昔恐竜は、飛ぶ方法だって学んだことだろう!!

	* mph

miles per hour、マイル／時間、マイル時速◆風速・物体速度などに使われ、mi/hとも表記される。

1 mph ＝ 0.4469m／秒:　大体、2 mph ＝ 秒速1メータ ＝ 風速1メータ:1 mi/h


28.
括弧内の語順を正しく並べ替えよ：

サハラ砂漠は____________ (GARPINEVIL)* wind patternの傾向を持つ。　

これが ________________（IDANCEITFORTIES）の原因である。

サハラ砂漠は現在一年に約4マイル拡大している。

もし、地球が何億歳というならば、なぜ世界最大の砂漠はたったの4000年（歳）なのだろう？


＜理論を見よ↓＞

	*　ある一地方で、ある特定の期間（季節・年）に吹く、最も頻度が多い風向の風。主風。常風。


	理論：今から約6000年前、神はすべてを創造した。

そして4400年ほど前、洪水があった。聖書は正しい!！


29.
地下に発見される石油は、_______ポンド/平方インチ絶対圧力（psi*）までの昇圧を持つ。それは同重量の岩そのものよりも遥かに膨大である。岩は_____年以下の圧力にのみ耐えうると言われている。

もし地球が何億歳であるならば、このような過剰石油昇圧が未だ存在するのはなぜだろう？

＜理論を見よ↑＞

	* psi :  pounds per square inch absoluteポンド／平方インチ絶対圧力


30.
研究室では_____分以内に石油を作ることができる。

31.
1942年、小艦隊（飛行編隊）が______________に漂着した。

32.
一体の飛行機は1990年に、海底_____フィートまで突っ込んだ。この48年の間に、墜落した飛行機から氷の表面までには、何百という氷の輪（氷層）が見られる。

33.
これらの輪（氷層）は年毎のもので【ある／はない】！（どちらかに○）


極にある氷の輪（層）は、なぜ4400年までなのだろう？　

＜理論を見よ↑＞

34.
物質が石化されるのには、何億年も【かかる／かからない】！（どちらかに○）

	無知は回復できる　-----　馬鹿は一生


35.
ミシシッピ川は1時間に80,______トンの堆積物（沈殿物）をニューオーリンズ州のデルタ

（三角州）に堆積させる。今日デルタに溜まった泥はおよそ３万年掛かって堆積したものと予測されている。

もし、地球が何億歳というならば、なぜメキシコ湾全体は堆積物で充満していないのだろう？

＜理論を見よ↑＞

36.
世界最古の木である、____________________________　は、樹齢約4300年である。


もし、地球が何億歳というならば、なぜそれより古い木がどこにも見あたらないのだろう？


＜理論を見よ↑＞

37.
世界最大のさんご礁は_____________のグレートバリアリーフにある。それは4200年以下

のものであると予測されている。　

もし、地球が何億歳というならば、なぜそれ以上大きなさんご礁がどこにもみつからないのだろう？　

＜理論を見よ↑＞

38.
教科書は、___________の滝の棚（岩礁）は、およそ9900年間にわたり最近まで、一年に4.7

フィート侵食してきたと教えている。


もし、地球が何億歳というならば、なぜ滝はエリー湖全域に渡って侵食しなかったのだろう？


＜理論を見よ↑＞

39.
雨が降ると、その____%は海へ流れ込み、鉱物塩を運ぶ。海は日毎に塩分を増している。　　


もし、地球が何億歳というならば、なぜ海水の塩分は3.6%だけなのだろう？


＜理論を見よ↑＞

40.
鍾乳石は形成されるまでに何億年も【かかる／かからない】！（どちらかに○）


もし、地球が何億歳というならば、なぜ侵食作用の連続が山を一掃してしまわないのだろう？


＜理論を見よ↑＞

もし、地球が何億歳というならば、なぜ最古と言われる言語は6000年未満なのだろう？

＜理論を見よ↑＞

もし、地球が何億歳というならば、なぜ歴史の記録は5-6000年前までしか遡ることができないのだろう？　

＜理論を見よ↑＞

41.
洗脳されることは簡単【である／ではない】！（どちらかに○）

42.
“あなたがたは、むなしいだましごとの哲学で、人のとりこにされないように、気をつけなさい。それは、___________に従わず、世のもろもろの霊力に従う_____の言い伝えに基づくものにすぎない。”（コロサイ人への手紙2章8節）


“Beware lest any man spoil you through philosophy and vain deceit, after the tradition of ______, after the rudiments of the world, and not after ___________.” (Colossaians 2:8)
ADDITIONAL NOTES

旧約聖書(39巻) 
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	創世記
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	Exod
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	Esther
	エステル記
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	Prov
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	Song_of_Solomon
	S_of_S
	雅歌

	大預言書
	Isaiah
	Isa
	イザヤ書


	
	Jeremiah
	Jer
	エレミヤ書

	
	Lamentations
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	哀歌

	
	Ezekiel
	Ezek
	エゼキエル書

	
	Daniel
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	ダニエル書

	小預言書
	Hosea
	Hos
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	Joel
	Joel
	ヨエル書

	
	Amos
	Amos
	アモス書

	
	Obadiah
	Obad
	オバデヤ書

	
	Jonah
	Jonah
	ヨナ書

	
	Micah
	Micah
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	Habakkuk
	Hab
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	Zeph
	ゼパニヤ書
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	Hag
	ハガイ書

	
	Zechariah
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	ゼカリヤ書

	
	Malachi
	Mal
	マラキ書


新約聖書(27巻)分類表　

	分類
	英語名
	英語略称
	日本語名（JBS口語）

	福音書
	St_Matthew
	Matt
	マタイによる福音書

	
	St_Mark
	Mark
	マルコによる福音書

	
	St_Luke
	Luke
	ルカによる福音書

	
	St_John
	John
	ヨハネによる福音書

	
	Acts
	Acts
	使徒行伝

	パウロの書簡
	Romans
	Rom
	ローマ人への手紙

	
	1Corinthians
	1Cor
	コリント人への第一の手紙

	
	2Corinthians
	2Cor
	コリント人への第二の手紙

	
	Galatians
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	ガラテヤ人への手紙

	
	Ephesians
	Eph
	エペソ人への手紙
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	Phil
	ピリピ人への手紙

	
	Colossians
	Col
	コロサイ人への手紙

	
	1Thessalonians
	1Thess
	テサロニケ人への第一の手紙

	
	2Thessalonians
	2Thess
	テサロニケ人への第一の手紙

	
	1Timothy
	1Tim
	テモテへの第一の手紙

	
	2Timothy
	2Tim
	テモテへの第二の手紙

	
	Titus
	Tit
	テトスへの手紙

	
	Philemon
	Philem
	ピレモンへの手紙

	
	Hebrews
	Heb
	ヘブル人への手紙

	
	James
	Jas
	ヤコブの手紙

	
	1Peter
	1Pet
	ペテロの第一の手紙

	
	2Peter
	2Pet
	ペテロの第二の手紙

	
	1John
	1John
	ヨハネの第一の手紙

	
	2John
	2John
	ヨハネの第二の手紙

	
	3John
	3John
	ヨハネの第三の手紙

	
	Jude
	Jude
	ユダの手紙

	
	Revelation
	Rev
	ヨハネの黙示録


Seminar Two



エデンの園

“その時の世界は御言により水でおおわれて滅んでしまった。”　（ペテロの第二の手紙3章6節）

“Whereby the world that then was, being overflowed with water, perished:” (II-peter 3:6)
洪水以前

1.　　洪水以前の時代は、今とはとても________いた。

あざける者

2.
“まず次のことを知るべきである。終わりのときに ___________があざけりながら出てきて、


自分の欲望のままに生活し、”（ペテロの第二の手紙3章3節）


“Knowing this first, that there shall come in the last days _________, walking after their own lusts,” (II-Peter 3:3)

3.
“すなわち、彼らはこのことを____________ない。古い昔に天が存在し、地は神の言によって、

水が____________、また、水に_________________のであるが、（ペテロの第二の手紙3章5節）


“For this they ___________ are ignorant of, that by the word of God the heavens were of old, and the earth standing ____ of the water and ___ the water:” (II-Peter 3:5)


“しかし、今の天と地とは、同じ御言によって保存され、不信仰な人々がさばかれ、滅ぼされるべき日に火で焼かれる時まで、そのまま保たれているのである。”（ペテロの第二の手紙3章7節）


“But the heavens and the earth, which are now, by the same word are kept in store, reserved unto fire against the day of judgment and perdition of ungodly men.” (II-Peter 3:7)
4.
あざけり笑う者たちは不案内である：


A.　the C _ _ _ _ _ _ _
創造に


B.　the FLOOD

洪水に


C.　the JUDGMENT

判決に

ギャップ理論

5.
ギャップ理論とは、________ の最初の二つの節の間に時間差があると信じられていることである。

	＜ヘブライ語レッスン#１＞


without form = “_____  _____ “ (unformed)


void = “ _____  “ (unfilled)


tohu waw bohu = “unformed and unfilled”

create out of nothing = “bara”

make = “asah”


6.
1611年、replenishという言葉の意味は　：（ひとつ選び○で囲め）

A. “too full”
B. “to fill” 

C. “to file”
	＜ヘブライ語レッスン#2＞


male = “ fill”
shoov = “ fill ______ “



“神は彼らを祝福して言われた、「生めよ、ふえよ、地に満ちよ、地を従わせよ。また海の魚と、

空の鳥と、地に動くすべての生き物とを治めよ」。”（創世記1章28節）


“And God blessed them, and God said unto them, Be fruitful, and multiply, and replenish the earth, and subdue it: and have dominion over the fish of the sea, and over the fowl of the air, and over every living thing that moveth upon the earth.” (Genesis 1:28)
サタンはいつ堕ちたのか？


“主は六日のうちに、天と地と海と、その中のすべてのものを造って、七日目に休まれたからである。それで主は安息日を祝福して聖とされた。”（出エジプト記20章11節）


“For in six days the LORD made heaven and earth, the sea, and all that in them is, and rested the seventh day: wherefore the LORD blessed the sabbath day, and hallowed it.” (Exodus 20:11)



　　【創造には6日かかった。】
“あなたは造られた日から、あなたの中に悪が見いだされた日までは／そのおこないが完全であった。”（エゼキエル書28章15節）


“Thou wast perfect in thy ways from the day that thou wast created, till iniquity was found in thee.” (Ezekiel 28:15)




　【サタンは創造されたものである。】


“あなたは神の園エデンにあって、もろもろの宝石が、あなたをおおっていた。すなわち赤めのう、黄玉、青玉、貴かんらん石、緑柱石、縞めのう、サファイヤ、ざくろ石、エメラルド。そしてあなたの象眼も彫刻も金でなされた。これらはあなたの造られた日に、あなたのために備えられた。”（エゼキエル書28章13,15節）


“Thou hast been in Eden the garden of God; every precious stone was thy covering, the sardius, topaz, and the diamond, the beryl, the onyx, and the jasper, the sapphire, the emerald, and the carbuncle, and gold: the workmanship of thy tabrets and of thy pipes was prepared in thee in the day that thou wast created.” (Ezekiel 28:13, 15)



【サタンは堕落する前エデンの園にいた。】


“主なる神は土のちりで人を造り、命の息をその鼻に吹きいれられた。そこで人は生きた者となった。”（創世記2章7節）


“And the LORD God formed man of the dust of the ground, and breathed into his nostrils the breath of life; and man became a living soul.”(Genesis2:7)


“主なる神は東のかた、エデンに一つの園を設けて、その造った人をそこに置かれた。”（創世記


2章8節）


“And the LORD God planted a garden eastward in Eden; and there he put the man whom he had formed.” (Genesis 2:8)




【エデンの園は第6日以前には造られていない。】


“御使たちはすべて仕える霊であって、救を受け継ぐべき人々に奉仕するため、つかわされたものではないか。”（ヘブライ人への手紙1章14節）


“Are they not all ministering spirits, sent forth to minister for them who shall be heirs of salvation?” (Hebrews 1:14)




　　【天使は私達のために造られた。】

“わたしが地の基をすえた時、どこにいたか。もしあなたが知っているなら言え。”（ヨブ記38章4節）
“Where wast thou when I laid the foundations of the earth? declare, if thou hast understanding.” (Job 38:4)

“かの時には明けの星は相共に歌い、／神の子たちはみな喜び呼ばわった。”（ヨブ記38章7節）


“When the morning stars sang together, and all the sons of God shouted for joy?” (Job 38:7)




【サタンは行われた創造の目撃者である。】


“神はまた言われた、「天の下の水は一つ所に集まり、かわいた地が現れよ」。そのようになった。” 


（創世記1章9節）


“And God said, Let the waters under the heaven be gathered together unto one place, and let the dry land appear: and it was so.” (Genesis 1:9)


“夕となり、また朝となった。第三日である。”（創世記1章13節）


“And the evening and the morning were the third day.” (Genesis 1:13)




　　【創造は第3日目に行われた。】


“神が造ったすべての物を見られたところ、それは、はなはだ良かった。夕となり、また朝となった。第六日である。”（創世記1章31節）


“And God saw every thing that he had made, and, behold, it was very good. And the evening and the morning were the sixth day.” (Genesis 1:31)




　【6日が過ぎ、物事はまだ完全だった。】


“アダムは百三十歳になって、自分にかたどり、自分のかたちのような男の子を生み、その名をセツと名づけた。”（創世記5章3節）


“And Adam lived an hundred and thirty years, and begat a son in his own likeness, and after his image; and called his name Seth:” (Genesis 5:3)




　【セスは創造から130日にして生を受けた。】

7.
______年、トーマス・シャルマース（Thomas Chalmers）がギャップ理論を提議した。

ギャップ理論への質疑

8.
---アダムの罪（原罪）以前に_____ はあったのか？

“このようなわけで、ひとりの人によって、罪がこの世にはいり、また罪によって死がはいってきたように、こうして、すべての人が罪を犯したので、死が全人類にはいり込んだのである。”(ローマ人への手紙5章12節)


“Wherefore, as by one man sin entered into the world, and death by sin; and so death passed upon all men, for that all have sinned:” (Romans 5:12)


“それは、死がひとりの人によってきたのだから、死人の復活もまた、ひとりの人によってこなければならない。”(コリント人への第一の手紙 15章21節)


“For since by man came death, by man came also the resurrection of the dead.” (I-Corinthians 15:21)


---サタンは、神がアダムに地球の統治権を渡した時、すでにこの世界に存在していたのか？


“神はまた言われた、「われわれのかたちに、われわれにかたどって人を造り、これに海の魚と、空の鳥と、家畜と地のすべての獣と、地のすべての這うものとを治めさせよう」。“（創世記1章26節）


“And God said, Let us make man in our image, after our likeness: and let them have dominion over the fish of the sea, and over the fowl of the air, and over the cattle, and over all the earth, and over every creeping thing that creepeth upon the earth.” (Genesis 1:26)


---何千という動植物が化石として見つかっている。神はこれらすべてを造り直したのだろうか？

9.
神が、すべてのものはとても______ と言ったときに、サタンは悪魔だったのだろうか？　アダムとイヴは何千もの死んだ動植物の上に立っていたのだろうか？


---洪水はギャップ理論が教える“何億年”というものの証拠をすべて消し去ったのではないか？

10.
地質柱状図（Geologic column）は聖書の内容に合致【する／しない】。（どちらかに○）

---神が、すべては6日のうちに造られたと言われたのはどういう意味だったのか？


“主は六日のうちに、天と地と海と、その中のすべてのものを造って、七日目に休まれたからである。それで主は安息日を祝福して聖とされた。”(出エジプト記20章 11節)

“For in six days the LORD made heaven and earth, the sea, and all that in them is, and rested the seventh day: wherefore the LORD blessed the sabbath day, and hallowed it.”(Exodus 20:11)

“これは永遠にわたしとイスラエルの人々との間のしるしである。それは主が六日のあいだに天地を造り七日目に休み、かつ、いこわれたからである』」。”(出エジプト記31章17節）
“It is a sign between me and the children of Israel for ever: for in six days the LORD made heaven and earth, and on the seventh day he rested, and was refreshed.” (Exodus 31:17)

---聖書を読む人の誰もが、それを読み説いてくれる“グル”を必要としただろうか？


---Letとgeyという言葉は、なぜ400年のうちに変わり、またなぜreplenishという言葉は変わらないのか？

“兄弟たちよ。このことを知らずにいてもらいたくない。わたしはほかの異邦人の間で得たように、あなたがたの間でも幾分かの実を得るために、あなたがたの所に行こうとしばしば企てたが、今まで妨げられてきた。”(ローマ人への手紙 1章 13節)

“Now I would not have you ignorant, brethren, that oftentimes I purposed to come unto you, (but was let hitherto,) that I might have some fruit among you also, even as among other Gentiles.” (Romans 1:13)

“その際、りっぱな着物を着た人に対しては、うやうやしく「どうぞ、こちらの良い席にお掛け下さい」と言い、貧しい人には、「あなたは、そこに立っていなさい。それとも、わたしの足もとにすわっているがよい」と言ったとしたら、”(ヤコブの手紙2章3節)

“And ye have respect to him that weareth the gay clothing, and say unto him, Sit thou here in a good place; and say to the poor, Stand thou there, or sit here under my footstool:” (James 2:3)
---なぜ我々はギャップが必要なのだろう？　このころ何が起こったのだろう？

---ヨハネの黙示録21章1節には我々が今生きる地球が最初の地であることがもし本当でないならば、なぜそこに書かれてあるのか？

“わたしはまた、新しい天と新しい地とを見た。先の天と地とは消え去り、海もなくなってしまった。”　(ヨハネ黙示録 21章1節)

“And I saw a new heaven and a new earth: for the first heaven and the first earth were passed away; and there was no more sea.” (Revelation 21:1)

---コリント人への第一の手紙15章45節にあるように、アダムは最初の人だったのだろうか？

“聖書に「最初の人アダムは生きたものとなった」と書いてあるとおりである。しかし最後のアダムは命を与える霊となった。”(コリント人への第一の手紙15章45節)

“And so it is written, The first man Adam was made a living soul; the last Adam was made a quickening spirit.”(I-Corinthians 15:45)

一日の時間理論

11.   第3日：植物

第4日：_______　（光合成のため）

　　　 第5日：________　（受粉のため）

（もし“１日”が、1日そのもの以上の意味を持つならば、それは植物などに問題をきたすことだろう。）

	ヘブル語レッスン#3


聖書には、‘yom’の意味を“第2日”のような数字に直すなら、

それがふつうの24時間の一日以外の何かであるというような

ことを示した節はない。

もし第7日に終わりがなければ、神は未だに休んでいるはずだ！


12.　括弧内の語順を正しく並べ替えよ：

なぜ生態系／自然は苦難にあるのか?

その理由は、人の______(NIS) にある。

“わたしは思う。今のこの時の苦しみは、やがてわたしたちに現されようとする栄光に比べると、言うに足りない。被造物は、実に、切なる思いで神の子たちの出現を待ち望んでいる。なぜなら、被造物が虚無に服したのは、自分の意志によるのではなく、服従させたかたによるのであり、かつ、被造物自身にも、滅びのなわめから解放されて、神の子たちの栄光の自由に入る望みが残されているからである。実に、被造物全体が、今に至るまで、共にうめき共に産みの苦しみを続けていることを、わたしたちは知っている。”（ローマ人への手紙8章18-22節）


“For I reckon that the sufferings of this present time are not worthy to be compared with the glory which shall be revealed in us. For the earnest expectation of the creature waiteth for the manifestation of the sons of God. For the creature was made subject to vanity, not willingly, but by reason of him who hath subjected the same in hope, Because the creature itself also shall be delivered from the bondage of corruption into the glorious liberty of the children of God. For we know that the whole creation groaneth and travaileth in pain together until now.” (Romans 8:18-22)

“地はあなたのために、いばらとあざみとを生じ、／あなたは野の草を食べるであろう。”（創世記3章18節）


“Thorns also and thistles shall it bring forth to thee; and thou shalt eat the herb of the field;” (Genesis 3:18)

弁解：　みんながそれを信じているから。　愚鈍
天空

13.　　鳥は___のなかを飛ばない。
14.　　天空とは　：（ひとつ選び○で囲め）

A.　地中

B.　空気中（宙）

C.　水中

D.　チョコレート・プリン
15.   天国#1：鳥が飛んでいる場所

“神はまた言われた、「水は生き物の群れで満ち、鳥は地の上、天のおおぞらを飛べ」”

（創世記1章20節）

“And God said, Let the waters bring forth abundantly the moving creature that hath life, and fowl that may fly above the earth in the open firmament of heaven.” (Genesis 1:20)

天国#2：太陽と___と___のある場所
“神はまた言われた、「天のおおぞらに光があって昼と夜とを分け、しるしのため、季節のため、日のため、年のためになり、”（創世記1章14節）

“And God said, Let there be lights in the firmament of the heaven to divide the day from the night; and let them be for signs, and for seasons, and for days, and years:” (Genesis 1:14)

“神は二つの大きな光を造り、大きい光に昼をつかさどらせ、小さい光に夜をつかさどらせ、また星を造られた。”（創世記1章16節）

“And God made two great lights; the greater light to rule the day, and the lesser light to rule the night: he made the stars also.” (Genesis 1:16)
天国#3:　神の住むところ

“あなたがたがまだ異邦人であった時、誘われるまま、物の言えない偶像のところに引かれて行ったことは、あなたがたの承知しているとおりである。”（コリント人への第一の手紙12章2節）

“Ye know that ye were Gentiles, carried away unto these dumb idols, even as ye were led.” (Corinthians 12:2)
16.　 “主は(____い)地球のはるか上に座して、地に住む者をいなごのように見られる。主は天を幕のようにひろげこれを住むべき天幕のように張り、”（イザヤ書40章 22節）


“It is he that sitteth upon the _______ of the earth, and the inhabitants thereof are as grasshoppers; that

stretcheth out the heavens as a curtain, and spreadeth them out as a tent to dwell in:” (Isaiah 40:22)

パンゲア*理論

	*パンゲア大陸＝アルフレート・ヴェーゲナーが提唱した大陸移動説(大陸は地球表面上を移動してその位置や形状を変えるというもの)　において、現在の諸大陸が分裂する前にひとつであったとするときの超大陸のこと。

ギリシャ語で「すべての陸地」という意味。


大陸は、ずっと前から繋がっている！（海洋は底に土がある）

天蓋理論
天蓋理論とは、上空には洪水によって破壊された、水や氷、或いは水蒸気の天蓋があった

というものである。

17.
天蓋*は地球を巨大な______________ に変えられる。



	*[水蒸気の天蓋]　ジョセフ・ディロウ博士は、ノアの洪水以前の地球を囲む水蒸気の層という考えに関する多くの研究を行なった。天蓋理論を修正したラリー・バーディマン博士は、金星の周囲にある赤道環に似たものが地球の周囲にあって、その中に「上にある水」の多くが、小さな氷の粒子として分散していたことが考えられると主張した。天の水門が開いたという創世記７：１１の記述は、このような水蒸気の天蓋が崩れ、何らかの原因で水蒸気が不安定になって雨として降ったことを指すものとして解釈されてきた。巨大な大いなる水の源が張り裂けたことと関連する火山の噴火によって、ホコリが水蒸気の天蓋に降りかかり、水蒸気がホコリの粒子を核にして凝集し、雨となったことも考えられる。ディロウ、バーディマン、その他の人たちは、水蒸気の天蓋がノアの洪水以前に地球規模の温室効果をもたらし、亜熱帯気候から温帯気候の間の心地よい気候を生み、その気候は地球全体に及び、今日では氷のある極地方でさえそのような気候であったと主張してきた。この場合、地球全体で地上の植物が青々と茂ったことになります。現在では極地方に存在しないけれど、より温暖な条件下で明らかに成長する植物を含む石炭の薄層が南極で地殻プレートの変動はまた、温暖な気候のもとで生息する植物の化石が極地方にあることを説明できるかもしれない。（出典：アンサーズブック12―：ICM Press）


18.
体長80フィートものアパトザウルスの鼻孔は、____の鼻孔と同じサイズだった。

19.
琥珀は_______が化石化したものである。

20.
琥珀のなかの気泡には今日の大気中より酸素濃度が____%濃い酸素が詰まっている。

21.
水蒸気の天蓋は気圧を現在のレベルから____倍に増やす。

22.
洪水以前の大気中の酸素と気圧に関する朗報


A.　治癒過程の短縮


B.　植物がより大きく育つ


C.　天蓋は_____からの悪影響を及ぼす光線を遮断する


D.　人間の寿命が長くなる（寿命_____歳というのが典型）


E.　人間の身体はより大きく成長する。

“そのころ、またその後にも、地にネピリムがいた。これは神の子たちが人の娘たちのところにはいって、娘たちに産ませたものである。彼らは昔の勇士であり、有名な人々であった。”（創世記6章4節）

“There were giants in the earth in those days; and also after that, when the sons of God came in unto the daughters of men, and they bare children to them, the same became mighty men which were of old, men of renown.” (Genesis 6:4)

23.
今日、地球は___%しか人類の生息に適合していない。

24.
_______だけが唯一再生することのできる骨である。

Seminar Two B



1.
メトセラは______歳まで生きた。

“神は自分のかたちに人を創造された。すなわち神のかたちに創造し、男と女とに創造された。”（創世記1章27節）

“So God created man in his own image, in the image of God created he him; male and female created he them.” (Genesis 1:27)
洞窟人に関する真実


聖書のなかの多くの人々は洞窟のなかで暮らした。

“ロトはゾアルを出て上り、ふたりの娘と共に山に住んだ。ゾアルに住むのを恐れたからである。彼はふたりの娘と共に、ほら穴の中に住んだ。”（創世記19章30節）

“And Lot went up out of Zoar, and dwelt in the mountain, and his two daughters with him; for he feared to dwell in Zoar: and he dwelt in a cave, he and his two daughters.” (Genesis 19:30)

“ミデアンびとの手はイスラエルに勝った。イスラエルの人々はミデアンびとのゆえに、山にある岩屋と、ほら穴と要害とを自分たちのために造った。”（士師記6章2節）

“And the hand of Midian prevailed against Israel: and because of the Midianites the children of Israel made them the dens which are in the mountains, and caves, and strong holds.”(Judges 6:2)

そしてまた今日も多くの人々が洞窟に生きている。


2．
ネブラスカ原人（ヘスペロピテクス）

一体とその妻は、一本の____の歯を利用し、その全体形も作り出したものである。

3.
ピルトダウン人（エオアントロプス）


___の頭蓋骨と___の顎骨を上手く接合して作り出したものである。

4．
ネアンデルタール人（ホモサピエンス・ネアンデルタールシス）


単に____________を患って2-300年生きた老いた人間である。
5.
クロマニョン人（アウストラロピテクス・アフリカヌス）

_______年、（移行期のものであるというのは）間違いであることが証明された。

6.
ルーシー（アウストラロピテクス・アファレンシス）

骨全体の____%だけを使って、あたかも____フィートの生体がいたかのように作り出されたものである。（ルーシーの膝の接合部分は、標本から1マイル以上も離れた、深さ200フィートの場所から発見されている。）

7.
ルーシーは______________ではない。

8.
アフリカの灰の層では、普通の人の______が見つかった。　

9.
これをどう結論づけるべきか？：（ひとつ選び○で囲め） 


A.　人の足を持った恐竜がそこを歩行していた。


B.　猿のような生物がそこを歩行していた。

C.　普通の人がそこを歩行していた。

10.
進化論は、（共通認識探索への）調査の【妨げ／助け】　である。（どちらかに○）

11.
北京原人（シナントロプス）

研究者たちは沢山の割られた___の頭蓋骨といくつかの人間の_____を発見している。報告はされていないが、彼らはまた洞窟に___名の人間がいたのを見ている。

12.
ジャワ原人（ピテカントロプスPithecanthropus）（ホモ・エレクトス）

デュボア博士が人の歯を___本、人の___________、そしてサルの__________を合体させたもの。彼はふつうの人間の頭蓋骨を___個を同じ地域で見つけたという事実を隠蔽した。

13.
___人（ホモ・サピエン・サピエン）


耳と耳の間に何かが足りないぞ！「サピエン」とは、“賢い”という意味である。

14.
Professing themselves to be ________, they became _________, （I-Romans 1:22）
“彼らは自ら________と称しながら、________になり、”（ローマ人への手紙1章22節）

15.
土のなかから化石を見つけたら、言えることは、それが__________ということだけだ！


（生きた動物にできないことが土のなかの化石にできるわけがない！）

石器時代

16.
“石器時代”は、：（ひとつ選び○で囲め） 


A.　洪水後に

B.　約2.5億兆年前に


C.　正午に


起こった。

17.
_________________ という言葉は、およそ100年前に辞書に加えられた。

洪水以前の植物と動物

18.
昆虫は______を通して呼吸する。昆虫の身体が大きくなると、その体積に対する表面積の

比率、ボリューム・レシオは落ちる（表を参照）。そのようなことからも、

昆虫は洪水以前のようには巨大になることがなくなった。

	体積と表面積の関係
	辺(side)
	体積（cubic立方）
	表面積（sq平方）
	ボリューム・レシオ

（表面積：体積）

	
[image: image1]
	1
	1
	6
	6:1

	
	2
	8
	24
	3:1

	
	3
	27
	64
	2:1

	
	0.1
	0.001
	0.06
	60:1

	
	0.01
	0.000001
	0.0006
	600:1


19.
化石化したゴキブリに____インチのものが見つかったことはある。


ドイツで見つかった化石化したムカデ類は8・1/2フィート（2.6m≦）あった。

20.
化石化したバッタ（飛蝗）に___フィートあるものが発見されたことがある。

21.
化石化したタランチュラでは脚も含めて___フィートのものが発見されている。

22.
化石化したガマ（蝦蟇）は体長___フィートあるものが見つかっている。


テキサス州ラブロックでは、9フィート（2.7m≦）のロバが見つかっている。


両角のはじからはじまでの間隔が12フィート（3.6m≦）あるバッファローが見つかっている。

23.
枝角の両先端の間隔が___フィートのヘラジカが見つかっている。

24.
カンガルーの化石には体長___フィートあるものが見つかっている。

25.
巨大ガチョウ（グース）には、立った状態で体重が半トンある___ほどのものが発見されている。化石化したビーバーには8フィート(2.4m≦)のものが発見されている。

26.
空気圧が上昇すると、水中で_____はさらに拡散される。鮫の歯は１インチで、体が___フィートほどの鮫と考えられる。洪水前の鮫は___フィートまで体長のあるものがあった。

27.
ペルーでは、海抜___マイルの山で牡蠣の貝殻が見つかっている。

28.
多くのあさりは貝の口を_________状態で化石化していた。あさりは死ぬと口を_____ものである。つまり、それらは急速に埋められたに違いない。

29.
Dinosaurという言葉は　：（ひとつ選び○で囲め） 

A.　恐ろしいトカゲ

B.　羽の生えたもの

C.　毛深いウサギ


という意味である。


恐竜と人間の化石は、世界中あちこちで、同じ岩の層から一緒に発見されている。

30.
_________、イカの石（ナスカの墓石）には人と恐竜が共に描かれている。

31.
___________州グレン・ローズでは恐竜の痕跡の隣に人の足跡を認めている。

32.
足跡のひとつには発見から数ヶ月、________________ が残っていた。また人の歩幅間隔は

約_________フィートあった。

33.
______の塊のなかには、たくさんの人工芸術が発見される。

34.
洪水以前の人々は無知で【あった／はなかった】。（どちらかに○）。

35.
遡ること1865年には、銀脈で職人達が____の骨や熱処理された銅の矢じり（矢の根）を発見した。

36.
1950年代、カナダの国立博物館のトーマス・E・リーは、氷積土／氷河堆積物の中から

6万5千から12万5千年前とされる発達した_____を発見した。

	単位換算：

in x 25.4 = mm　(1 international inch = 25.4mm)
ft x 30  ≒ cm　(1 international feet = 0.3048m)

mile x 1609 ≒ m　(international mile = 1609.344 m)
mile x 1852 = m　(international nautical mile = 1852 m)


洪水以前の食べ物

37.
神はアダムとイヴに完全な世界と__________を与えた。

38.
神はアダムとイヴに、ハーブと ：（ひとつ選び○で囲め） 

A.　果物、野菜、種 

B.　ハンバーガー、フレンチフライ、コーラ


C.　ホットドッグ、アップルパイ、シボレー

を食るように言った。

39.
種には______として知られるビタミンが含まれている。

40.
___ 細胞を囲むたんぱく質の膜は、種に含まれる青酸カリを有害なものにする。

41.
フンザ族の平均寿命は初めに発見されたときは____歳だった。彼らの間で好まれる食物は

アプリコットの種である。

42.
壊血病はビタミン___ の欠乏が原因である。

43.
“He causeth the grass to grow for the cattle, and herb for the service of man: that he may bring forth food out of the earth; And wine that maketh glad the heart of man, and oil to make his face to shine, and _____ which strengtheneth man's heart.” (Psalms 104:14-15)
“あなたは家畜のために草をはえさせ、また人のためにその栽培する植物を与えて、地から食物を出させられる。すなわち人の心を喜ばすぶどう酒、その顔をつややかにする油、人の心を強くする______ などである。”（詩篇104章14-15節）警告：白いパンほど早死にさせる！

健康と薬に関するふたつの基本哲学

	創造
	進化

	44.　_______療法
	45.______療法

	身体は知恵者である創造主によって設計された。

彼は食糧供給をデザインし、私達の必要とするものを供与する。
	身体は自然発生した化学作用の集まりである。

病気は薬物によって処置されるべきである。


46.
“_______を愛することは、すべての___ の根である。ある人々は欲ばって金銭を求めたため、信仰から迷い出て、多くの苦痛をもって自分自身を刺しとおした。”（テモテへの第一の手紙6章10節）
“For the love of ______is the root of all _____ : which while some coveted after, they have erred from the faith, and pierced themselves through with many sorrows.” (I-Timothy 6:10)

47.
フッ素は人の身体構造に極めて________ である。


聖書には常に私達の健康と栄養上必要な答えがある。

48.
洪水前、すべてのものは菜（草）食だった。洪水___ は、そうでなくなり、人々や動物は肉を食べることを認められた。
“すべて生きて動くものはあなたがたの食物となるであろう。さきに青草をあなたがたに与えたように、わたしはこれらのものを皆あなたがたに与える。”（創世記9章3節）


“Every moving thing that liveth shall be meat for you; even as the green herb have I given you all things.” (Genesis 9:3)
ある日...

49.
“おおかみは_____と共にやどり、ひょうは子やぎと共に伏し、子牛、若じし、肥えたる家畜は共にいて、小さい______に導かれ、”（イザヤ書11章6節）
“The wolf also shall dwell with the ______, and the leopard shall lie down with the kid; and the calf and the young lion and the fatling together; and a little _______ shall lead them.” (Isaiah 11:6)

神は新しい天国と新しい地球を造られる。すべては神が最初に造ろうとしたものへと戻るのだ。あなたは、その中にいるだろうか？決断するのは自分である。そこで会えることを願っている。

Seminar Three


恐竜と聖書

“ペリシテの全地よ、あなたを打ったむちが／折られたことを喜んではならない。へびの根からまむしが出、その実は飛びかけるへびとなるからだ。”（イザヤ書14章29節）

“Rejoice not thou, whole Palestina, because the rod of him that smote thee is broken: for out of the serpent's root shall come forth a cockatrice, and his fruit shall be a fiery flying serpent.”
 (Isaiah 14:29)

1.
生きた恐竜を見た人間はいない。 【事実／信仰】（どちらかに○）。

2.


3.



























































4.
もし神がすべてを6日間で造られたのなら、アダムは_____を見ていたに違いない。

5.
________は成長が止まるということがない。

6.
どちらが大きいか？：（ひとつ選び○で囲め） 


A.　若い恐竜

B.　年取った恐竜

C.　君の歯と歯の間に挟まったほうれん草

7.
恐竜最大の卵は、________________ より小さい。

8.
箱舟に動物を入れるとき、ノアが気をつけたことは：


A.　地の動物のみ連れること


B.　___________ 呼吸する動物のみ連れること

C.　まだ若い動物のみ連れること（より長く生き、繁殖するだろうことから）


D.　それぞれの種を__ 頭ずつ連れること（･･･いくつかは7頭あった）

9.　　　サイズの分からない船にどれだけいるか定かでない動物を連れ込むというのは不可能なこと


　　である。
【事実／信仰】（どちらかに○）

進化論者のモットー

“彼らは木に向かって、『あなたはわたしの父です』と言い、また石に向かって、『あなたはわたしを生んでくださった』と言う。彼らは背をわたしに向けて、その顔をわたしに向けない。しかし彼らが災にあう時は、『立って、われわれを救いたまえ』と言う。”(エレミヤ書2章27節)

“Saying to a stock, Thou art my father; and to a stone, Thou hast brought me forth: for they have turned their back unto me, and not their face: but in the time of their trouble they will say, Arise, and save us.”(Jeremiah 2:27)

10.
なぜ、たくさんの洪水生き残り伝説があるのか？：（ひとつ選び○で囲め）


A.　人々が秘密を守ることができないから。


B.　深夜にピッツァを食べ過ぎたから。


C.　本当に洪水はあったから。

11.
アララト山は________にある。

12.
“________の月の十七日に箱舟はアララト山の上に止まった。”（創世記8章4節）

“And the ark rested in the _______ month, on the seventeenth day of the month, upon the mountains of Ararat.” (Genesis 8:4)

13.
ノアの箱舟には、４つの理論がある：


A.　それらはバラバラになってしまった。


B.　最終的に腐敗した。


C.　いまだアララト山の___にある。


D.　アララト山脈の渓谷にある。

14.
腕尺とは、肘から______までの長さのことである。

15.
ノアの箱舟は_____________の約2/3ほどの大きさであり、アメリカン・フットボールの

試合場ふたつ分の長さである。

16.
恐竜は絶滅してしまった！
【事実／信仰】（どちらかに○）

17.
洪水後の変化：


A.　人々の平均寿命は約400歳になり、その後____歳から100歳へと縮まった。


B.　__の防護天蓋はなくなった。


C.　気候が変わった。


D.　人は動物を狩猟し出した。

“すべて生きて動くものはあなたがたの食物となるであろう。さきに青草をあなたがたに
与えたように、わたしはこれらのものを皆あなたがたに与える。”（創世記9章3節）

“Every moving thing that liveth shall be meat for you; even as the green herb have 
I given you all things.” (Genesis 9:3)
18.
なぜ龍の虐殺伝説はこんなにも多いのか？：（ひとつ選び○で囲め）


A.　政府の陰謀


B.　深夜にピッツァを食べ過ぎたから

C.　本当に人が龍を殺したから


“その口からは、たいまつが燃えいで、火花をいだす。　”（ヨブ記41章19節）
“Out of his mouth go burning lamps, and sparks of fire leap out.” (Job 41:19)

19.
ダニエルは、______を理解する男だった。

20.
なぜマルコ・ポーロは中国皇帝が行列の際、先頭馬車を牽かすため龍を育てていたと言ったのか？：（ひとつ選び○で囲め）


A.　間違った引用をされたから



B.　深夜にピッツァを食べすぎたから

C.　本当に皇帝が行列のために龍を育てていたから

21.
なぜ中国の皇帝は1611年に王室の龍飼育係を指名したのか？：（ひとつ選び○で囲め）


A.　彼が間抜けだったから


B.　深夜にピッツァを食べすぎたから

C.　王室龍を育てるため

22.
ナスカの墓石はペルーの_______で見つかった。

23.
12年前、___________模様の化石化した恐竜の皮膚が見つかった。

24.
人と恐竜は同じ時代には生きていなかった。
【事実／信仰】（どちらかに○）

25.
歴史上においてもシーモンスター（海怪獣）を目撃したとの報告が多いのはなぜか？


：（ひとつ選び○で囲め）


A.　単なる偶然である。

B.　深夜にピッツ…
（．．．自分で考えた答えをうめよ）___________________________________________

26.
________は、嘔吐物である蛸*によって作られる。

	*竜涎香（ambergrisりゅうぜんこう）：

マッコウクジラが餌にしている深海のダイオウイカや蛸などの未消化部位（カラストンビ）に腸からの分泌物が取り巻いたものが排出されたもので、動物性香料と違い排泄物臭や刺激臭がなく、温和な乳香様のバルサム臭があり超高級な香料と珍重される。


27.
dinosaurという言葉は_____年に始まった。


英語のKJV聖書は______年に訳された。

28.
現代科学は________に追いつきつつある。


風は________によって起こる。


雷（電気）は____________の伝達に使われてきた。

29.
“_________の支払いをするものが、________をおさめる。”（見解II　4章7節）

30.
“He moveth his tail like a cedar: the sinews of his stones are wrapped together.” (Job 40:17)
“これはその尾を香柏のように動かし…／その腿の筋は互にからみ合う。”（ヨブ記40章17）


：（上の節の太字部分を説明しているものを下から選び○で囲め）


A.　かば


B.　象



C.　恐竜

31.
恐竜は何百年か前まで生きていた。【事実／信仰】（どちらかに○）

32.
いくらかの恐竜は今日まだ________いるかもしれない。
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1.
“これは酸棗の木の下に伏し、／葦の茂み、または____に隠れている。”（ヨブ記40章21節）


“He lieth under the shady trees, in the covert of the reed, and_____ .” (Job 40-21)

2.
世界で最も大きな湿地は中央アフリカにある。リクアラ湿地は________平方マイルあり、

それはおおよそフロリダ州の大きさと同じである。

3.
リクアラ湿地周辺（コンゴ共和国）で存在が確認され、生息の可能性があるとされている

ものは、


A. チペクウェ（Chipekwe／水のライオン）



B.　Ngururi（チペクウェの別名？）

C.　マハンバ（Mahamba／水棲生物：古ワニ？）


D.　モケレ・ムベムベ（Mokele-mbembe／水棲生物）

4.
モケレ・ムベムベの好物は、_________________（野生の桃のような実）である。

モケレ・ムベムベは、アパトサウルスかもしれない。

5.
様々な生物の目撃が_________河で起こっている。

6.
ネス湖（Loch Ness）は______年に交通の便がはかられた。


ネス湖の生物（ネッシー）の目撃情報は11000件にのぼる。これに関する書籍を求めるには

Dewey Decimal system. 001.9の、Congress systemライブラリ、QL89へ。

7.
Cornish Sea Serpent（コーンウォール・ウミヘビ）は、____________の南側で見つけられた。

8.
_____________　(　__________Channel）には生物（創造物）が生息しているかもしれない。

9.
1974年、___________でシー・ドラゴンが捕まえられた。

10.
（9）伝えられるところ、アーサー・_______________（Sir. Arthur_______________）は、

プレシオサウルスのような種類のものをギリシャの海岸で見たという。また、

オーストラリアのMudgie Beachのそばでも一匹捕まえられている。

11.
（10）______________の海岸で、日本の漁船が何ものかの生物を引き上げた。

12.
（11）懐疑論者による最も多い反論は、その生物はただの_________（____ shark）

であろうというものである。


以下の場所と目撃された恐竜とを一致させよ。

13.
（12）　Northern Scotland
　

A.　U.S.O.（未確認潜水／遊泳物体）
14.
（13）　Lake Kussharo, Northern Japan

B.　Loch Ness Monster（ネス湖のネッシー）

15.
（14）　Lake Ikeda, Southern Japan

C.　Ogopogo（オカナガン湖のオゴポゴ）

16.
（15）　China



D.　Kussie（屈斜路のクッシー）

17.
（16）　Kelowna, British Colombia

E.　Cadborosaurus（キャドボロ湾のキャディ）

18.
（17）　Cadboro Bay, British Colombia

F.　Besse（Bessie／エリー湖のベッシー）
19.
（18）　Between Vermont and Quebec

G.　Issie（池田湖のイッシー）

20.
（19）　Block Island


H.　Memphre（メンフレマゴッグ湖のメンフレ）

21.
（20）　Lake Erie



I.　White River Monster（ホワイティ）

22.
（21）　Scituate Harbor, Massachusetts　
J.　Scituate Sea Monster（スイチュエイトシーモンスタ-）

23.
（22）　Arkansas



K.　Lake Champlain Monster（チャンプ）

24.
（23）　Between N.Y. and Vermont

L.　Block Ness Monster（ブロックネス・モンスター）

25.
（24）　聖書は、海のなかの___________について言及している。（イザヤ書27）

26.
（25）　Pteradactyls（テラダクトル）は、アフリカにまだ生息しているかもしれない。

現地人はそれを__________________と呼んでいる。

27.
（26）　イリノイ州アルトンは、_____________(Bird）の伝説のもとになった所である。

神はその仕業への栄光を受けるべきである！

戦争が起こっている。行動を起こそう！
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教科書のなかの嘘
“「主の来臨の約束はどうなったのか。先祖たちが眠りについてから、すべてのものは天地創造の
初めからそのままであって、変ってはいない」と言うであろう。”（ペテロの第二の手紙3章4節）
“And saying, Where is the promise of his coming? for since the fathers fell asleep, all things continue
 as they were from the beginning of the creation.  ”(II Peter 3:4)

1.


2.
科学とは、私たちが、それぞれ


A.________   B._________   C._________　できるという取り決めのあるものである。

虚偽　#1：　グランド・キャニオンは、ゆっくりと長年掛かって形成された

3.
___________川はグランド・キャニオンのまんなかを貫いて流れている。

4.
熟考ポイント：


A.　キャニオンの天辺は_____よりも高いのか。


B.　川は________だけを流れている。


C.　頂上は、川の上流より4000フィートも高い。


D.　川は上へ向って流れ______。


E.　グランド・キャニオンの三角州（デルタ）はどこにあるか？

5.
キャニオンは__________湖と_______湖によって押し流された。

（未だ湖には水が満ちたときの水跡が残っている）

虚偽　#2：　地質柱状図

6.
“UNI_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _”　（文字を並べ替えて言葉を完成させよ）

7.
ジェームズ・____________（1726-1796）は「地球論」を書いた。


“Earth processes occurring today are similar to those that occurred in the past.”
8.
1830年、チャールズ・__________は「地質学の法則」を書いた。

彼は地質柱状図を発展させた。

9.
世界で、地質柱状図が見つかる場所はどこか？
（ひとつ選び○で囲め）


A.　ローリング・ストーンマガジンのなか


B.　湾の埠頭

C.　教科書のなか


D.　ダイナのいるキッチン

10.
もし地質柱状図が実際にどこかにあるとしたら、それは厚さ__________マイルはあるだろう。

11.
もし地層がそれぞれの年代を示すとしたら、層と層の間には____________した跡があるはずだ。

12.
水による分類が層形成の要因【である／ではない】。（どちらかに○）

虚偽　#3：　循環論法

13.
科学的に正しい陳述は？：ひとつ選び○で囲め

A.　化石は岩石層によって年代づけられる

B.　岩石層は化石によって年代づけられる

C.　循環論法はおかしい

14.
放射性崩壊*は、化石の年代決定に【使われる／使われない】。（どちらかに○）

*不安定なエネルギーの原子核が放射線を放出して安定な原子核に変わる現象

虚偽　#4:　化石インデックス

15.
三葉虫や筆石は今日でも____________可能性がある。

16.
1938年、________________________ が生息しているのが発見された。

虚偽　#5:  地層の年代別

17.
恐竜が見つかった同じ地層から人の____が発見された。

18.
（木などの）化石が、年代別された沢山の層を貫いているものは、_______________化石

として知られ、これまでに何百と発見されている。

19.
その多くは__________の状態で見つかった。

20.
セント・____________ 山はポリストレイト・フォッシル（多くの地層にまたがっている化石）がいかに形成されたかを知るのに大変良い例である。

21.
物質が化石化するには何百年も【かかる／かからない】。（どちらかに○）

22.
チャールズ・ダーウィンは______年に学位を取得した。

彼は、H.M.S._________号で航海する間に読んだライエルの書籍に多大な影響を受けた。

23.
ダーウィンは______________島でフィンチを研究し始めた。

虚偽　#6：　植物と動物の関係

24.
他と違うのはどれか？：（ひとつ選び○で囲め）

A.　犬
　B.　狼
　C.　コヨーテ　D.　バナナ


虚偽　#7：　進化定義

25.
__________進化は、マクロ進化やその他の進化タイプとは全く関係のないものである。

26.
変異（バリエーション）には、限度が【ある／ない】。（どちらかに○）

27.
左右の言葉を適合させるよう線で結べ。


犬は


鶏を


馬は


植物を


鶏は


犬を


牛は


馬を


熊は


牛を


植物は


熊を

産生する。


“教科書を私に管理させるならば、私は国をも支配しよう…”
（ヒトラー）

“　テモテよ、あなたにゆだねられていることを守りなさい。そして俗悪なむだ話と偽りの「知識」による反対論とを避けなさい”（テモテへ第一の手紙6章20節）

“O Timothy, keep that which is committed to thy trust, avoiding profane and vain babblings, and oppositions of science falsely so called:” (I-Timothy 6:20)
28.
クリスチャン家庭に育ち公立校へ進む子どものうち____%が、大学一年でキリスト教を

拒否する。

虚偽　#8：　自然淘汰／選択

29.
進化は欠陥のあるふたつの仮説に基づいている。


A.　_________________が新しいものをつくり出す。
偽り

B.　自然_____________が生き残りをつくる。

偽り

30.
自然淘汰の選択；それが_________ことはない。

虚偽　#9：　オオシモフリエダシャク

31.
これはペテンとして証明されている。蛾は木に_______られたものだ。

虚偽　#10：　解剖学比較

32.
共通のデザインは共通の【先祖／創造者】を示唆する。（どちらかに○）

虚偽　#11： えら孔（個体発生論が系統発生論を要約する）

生物発生原則などない。1875年、全てはヘッケルが作為的に作り出したものだということが明らかになった。 彼が図表を偽造したのである。

33.
人間の___________にえら孔などない。

虚偽　#12：　それは人の生命ではない

34.
それは、___________________である。


35.　
____%の胎児は5ヶ月半で生まれる。

2001年9月11日

	テロリストが約3000人の人々を殺害した。
	　　
	中絶が約4500人のアメリカ人を殺害した。









　　　↑







　こちらは日々起こっていることだ！

虚偽　#13:　痕跡器官

36.
盲腸は_______________の一部である。

虚偽　#14:　鯨の進化

37.
鯨の骨盤は________のために使われるのである。

虚偽　#15：　蛇の足

38.
蛇の爪は______に使われるのである。

虚偽　#16：　人の尾骶骨は必要がない

39:　
尾骶骨には____つの小さな筋肉が付随しているのである。

	尾骶骨が退化の痕跡だというならば、その除去費用をケント・ホヴィンドが負担いたしましょうか。
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虚偽　#17：　眼の進化

1.
網膜には__平方インチ未満のうちに137万を越える光感知細胞が含まれている。

“神の見えない性質、すなわち、神の永遠の力と神性とは、天地創造このかた、被造物において知られていて、明らかに認められるからである。したがって、彼らには弁解の余地がない。”（ローマ人への手紙1章20）

“For the invisible things of him from the creation of the world are clearly seen, being understood by the things that are made, even his eternal power and Godhead; so that they are without excuse:” (I-Romans 1:20)
2.
デザインにはデザイナーが必要で【ある／ない】！！（どちらかに○）




君達は他の科目でもそんなに分からないのか？

3.
細菌に由来する髪は複雑なモーターのようである。非常に細いので、人の断面に平均___百万本もおさまり、前後に100,000rpm（revolutions per minute毎分回転数）の速さで回転する（それはおよそ人が毎分60mph（時速60マイル）でピーナッツ・バターの海を泳ぐようなものである）。

虚偽　#18：　生物／生命は無生物から起こった

4. 
このような信念に対する証拠や裏づけは【ある／ない】。（どちらかに○）

虚偽　#19：　実験室のなかの生物

5.
生物は、_______があろうがなかろうが、進化できない。

6.
ミラーとユーリーは有毒混合物から___つのアミノ酸を生成することに成功した。

虚偽　#20：　生命の木

7．
人、鳥、そしてワニには、共通の先祖が【いる／いない】。（どちらかに○）

虚偽　#21:　小さいものがより単純

8.
ゾウリムシ一匹は、______________より複雑である。（一滴の水に何千匹もおさまってしまう）

9.
ミツバチは1ガロン*の蜂蜜を運ぶのに____________飛ぶことができる。


*　1ガロン＝《米》3.785リットル《英》4.546リットル＝約4リットル◆【略】GAL




10.
そのミツバチよりも、人の脳は何百倍も複雑である。

虚偽　#22:　DNAの裏づけ

11.
DNAは全宇宙で最も複雑な分子である。　ひとつのひも状のDNAは約_____フィートある。

12.
人の身体は______の細胞でできている。またそれぞれの細胞には____個のひも状のDNAが含まれる。

13.
受胎から誕生までに、赤ん坊は毎分____________個の細胞を身体に増殖していく。

“わたしはあなたをほめたたえます。あなたは恐るべく、くすしき方だからです。あなたのみわざはくすしく、あなたは最もよくわたしを知っておられます。”（詩篇139章14節）


“I will praise thee; for I am fearfully and wonderfully made: marvellous are thy works; and that my soul knoweth right well.”(Psalms 139:14)

14.
DNAは単なる偶然でそれ自らを並べ替え【られる／られない】。（どちらかに○）

虚偽　#23:　アミノ酸が共通の先祖である証明

15.
全ての生物は____種類のアミノ酸からたんぱく質を形成する。　

16.
全ての英語は同じ____個のアルファベットの組み合わせでできている。

17.
ヒトとチンパンジーの遺伝的差異は、少なくとも1.6%ある。これは少なくとも4千8百万ヌクレオチド（nucleotide）の差を意味する。ちなみに動物にとって、___個のヌクレオチド変化がその生命に関かわっってくる。

18.
今日人々は、人とチンパンジーの違いが_____に大きいことを、以前より分かるようになった。

虚偽　#24：　化石の記録

19.
地中から化石を発見したなら、そこには確実に言えることがある。：（ひとつ選び○で囲め）


A.　それが子供を産んだこと。


B.　それが血の繋がらない子を産んだこと。


C.　それが今日の生物には不可能なことができるということ。

D.　それが死んでいる！ということ。

20.
推移する（過渡期の）化石は【ある／ない】。（どちらかに○）

21.
_____平衡説*（___________ Equilibrium）とは進化は極めて高速に起こっているため証拠が残らないという着想である。（爬虫類の卵から鳥が孵化するというようなこと）

	*ナイルズ・エルドリッジとスティーヴン・ジェイ・グールドが、1972年に提唱した進化論の仮説。

区切り平衡説とも訳される。種は、急激に変化する期間とほとんど変化しない静止（平衡）期間を持ち、”徐々に”進化するのでなく、”区切りごとに”進化していくとする理論。
この説が出るまでは、生物は何百万年もかけて徐々に変化していき、その結果として新しい種へと進化するという考え方が主流であった。しかし、その問題点として、変化しつつある中間の段階の化石というものが、これまでほとんど見つかってこなかったことが挙げられた。それに対して進化学者は、地質学的記録では地球の歴史を完全には記録できないという説明をそれまでしてきた。つまり化石記録がまだ見つかっていないか、単に化石にならなかったというわけである。

しかしエルドリッジらの主張では、化石にならなかったのではなく、”何百万年も変化し続ける”中間種というものがそもそも存在しないとする。種はその初期の段階で急激に変化していき、ある程度の形が整うと、その後何百万年とほとんど変化しない平衡状態になるというのである。

この理論の証拠として、「生きた化石」が存在することが述べられる。シーラカンスやメタセコイア、イチョウやカブトガニといった何億年も昔から存在していて、ほとんど当時の化石と変わらない姿で今も生きている種を生きた化石という。種がゆっくりと変異し続けるものなら、これらの生物にはかなりの変化があるはずである。

このように、種の進化速度についての新たな見方と、個体や集団の変異の結果として種分化が進むのではなく、新しい種が出現したり絶滅したりすることが、進化のきっかけになるとする観点を提供した意義は大きいとされるが、断続平衡説が進化の主流な学説になると見る研究者は多くない。

そのひとつに、形態の変化が種分化と関係しているとは限らない点が挙げられる。別種と呼ばれるためには生殖的隔離の状態である必要があるが、化石ではそれが検証できないのである。したがって、急激に形態が変化していることと種分化を直接結びつけて考える断続平衡説は問題が残るとされている。

また、実際に進化しているのは種ではなく、遺伝子や遺伝子交流集団であるとする意見が主流であるため、種分化に種レベルの選択が関係あるかどうかは、懐疑的な見方が一般的である。

（出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』）


22.
ただしい主張は
：（ひとつ選び○で囲め）


A.　グールドが主張したように、進化は非常に早い速度のなかに起こった。


B.　ダーウィンが主張したように、非常にゆっくりと起こった。

C.　進化は起こらなかった！

虚偽　#25:　馬の進化

23.
これが間違っているということは___年前に証明されている。

24.
_______の数は馬が進化しなかったことのよい証拠である。

25.
“_______馬”と呼ばれたものは、現在まだトルコと東アフリカで生きている。

虚偽　#26：　関係性のお膳立て

Farm = Fish_( Amphibian( Reptile_( Mammal
虚偽　#27:　恐竜が鳥になった

26.
恐竜は鳥に【なった／ならなかった】。　（どちらかに○）

27.
始祖鳥は、______________鳥である。

28.
今日、少なくとも_____種の鳥が、翼に爪を持っている。

29.
爬虫類が鳥になったという理論の問題。

A.　___の差異

B.　現代の鳥が他の恐竜とともに、更に底の地層から発見されている。


C.　鱗と羽根の違いは大きい。

D.　爬虫類が３つであるのに対し、鳥には___つの心室がある。

E.　卵の差異

F.　進化過程の化石の証拠がない。

この進化論によって科学的進展を記録するための箱は、空のままである。



30.
“そして、彼らは神を認めることを正しいとしなかったので、神は彼らを正しからぬ
_____にわたし、なすべからざる事をなすに任せられた。”（ローマ人への手紙1章28節）

“And even as they did not like to retain God in their knowledge, God gave them over to a reprobate _____, to do those things which are not convenient;” (I-Romans 1:28)
31.
“そこで神は、彼らが偽りを信じるように、___________を送り、”（テサロニケ人への第二の手紙2章11節）


“And for this cause God shall send them strong _________, that they should believe a lie:” 
(II-Thessalonians 2:11)
教科書の嘘に対してできる提案：


A.　子ども達を組織から離す


B.　子ども達を情報から守る


C.　教師を教育する


D.　本を変える（厳選する）


E.　法を変える


F.　人々を変える

32.
公立校で創造論を教えることは法に反して【いる／いない】。（どちらかに○）
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進化の脅威

“ただ、心の中でキリストを主とあがめなさい。また、あなたがたのうちにある望みについて説明を求める人には、いつでも弁明のできる用意をしていなさい。”（ペテロの第一の手紙3章15節）

“But sanctify the Lord God in your hearts: and be ready always to give an answer to every man that asketh you a reason of the hope that is in you with meekness and fear:” (I-Peter 3:15)
１．
この主題について取り上げたい３つの点


A.　____が起こっているのか？


B.　____進化論が脅威なのか？


C.　____がこれらについて出来るのか？


何が起こっているのか？


なぜ、ジョセフ・スターリンはポーランドのPOW（戦争捕虜）軍人14700人を処刑したのか？


なぜ、ヒットラーは6百万人近いユダヤ人を殺すことを正当化したのか？


なぜ、ポルポトは自国カンボジアの1/3以上の人々を殺害したのか？


なぜ、オーストラリア・アボリジニは一網打尽にされ、博物館のために銃殺されたのか？


なぜ、キップ・キンクルは彼の両親と学校の生徒ふたりを殺害したのか？


なぜ、昨今になって犯罪レートが上昇してきたのか？


なぜ、未婚出生率がこんなに上昇してきたのか？


なぜ、コロンバイン高校の生徒は無差別に人を殺そうとしたのか？

2.
進化と________淘汰（選択）は連動する。

3.
何を信じるかが、________振舞うかを決定する。

4.
神なしに、______________を知ることはできない。

5.
ジェームズ・ハットンは「地球理論」を書き、地球が__________年という歳であると伝えた。

6.
チャールズ・ライエルは「地質学の法則」を書いた。彼は________________を取り上げた。

7.
チャールズ・______________は「種の起源」を書いた。

8.
進化は、最終的には、________________、人種差別主義、共産主義、ナチス主義、

マルクス主義、社会主義、そして、新世界秩序を指示することになった。

	神がいようが、或いはいまいが、

________________________________

その可能性はともに恐ろしいものだ！




なぜ、進化論が脅威なのか？

9.
それが_________にもとづく悪い科学であること。

10.
最高裁判所は公立校で創造論を教えることを禁止 【した／しなかった】。（どちらかに○）

11.
_______年、テネシー州は進化を教えることを禁止する法を可決した。（バトラー議定書・

法令）ジョン・___________ はこの法を破り有罪となった。

12.
1968年、進化禁止の法令は_______された。

13.
________を教えることに対する法があったことはない。

14.
1980年、アーカンソー州は創造と進化を_________時間割に割り当てる要請をした。

15.
ユージーン・____________はNCSE（国立科学教育センター）バークレーの代表である。

彼らの目的は創造科学を公立校から締め出すことにある。

16.
1963年、最高裁判所は子ども達を________するために聖書を使用することを禁じた。

聖書を使うこと自体を禁じたわけではない。

17.
憲法は、教会と州の決別について言及して【いる／いない】。（どちらかに○）


“教科書を私に管理させるならば、私は国をも支配しよう…”
（ヒトラー）


これらのことについて何ができるか？

18.
公立校の教科書の修正のためにする４つのこと：


‐　嘘の情報が載っているページは切り取る。


‐　ページとページを_______合わせる。


‐　______に警告ステッカーを張る。


‐　「あなたはもう洗脳されましたか？」の本を与える。

19.
段階を踏んで、できるいくつかのこと：


‐　放課後、個人で_______らと話し合う。


‐　放棄（否認）声明とともに正しい答えを教科書に書く。


‐　(進化の学習の)中に_________ことを要求する。


‐　教師に創造科学のビデオを与える。


‐　教師らのために______。


‐　創造セミナーに教師を招く。

‐　CSEに電話し尋ねるようしむける。

‐　クラスに創造のオーディオ或いはビデオを持ち込む。

‐　教育委員会に参加（立候補）する。

‐　カリキュラム(教科課程)委員会と上手くつき合う、あるいは影響を与える。

‐　教科書が_____で、誤りがないものでなければならないという制度を通す、

あるいは強化する。

‐　教師と生徒を改心させる。

‐　学校の図書館に本とビデオを寄付する。

‐　福音伝道という意味で創造が使われるよう人々を教育する。（使徒行伝17章）

公立校から創造を遠ざけるために使われた策略：

‐　ACLUを訴えると脅す。

‐　教師に、カリキュラム意外のことを教えることはできないのだと主張する。

‐　教師に、カリキュラムの修正はできないと主張する。

‐　進化論に疑問点（異議）などありえないという風に信じ込ませる。

‐　仲間からの圧力、或いはあざ笑うことで反対派を黙らせる。

20.
進化を教えることは、______ 果実を持ち込むことである。
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１．

“そのように、すべて良い木は良い実を結び、悪い木は悪い実を結ぶ。良い木が____実をならせることはないし、悪い木が_____実をならせることはできない。”(マタイによる福音書7章17-18節)


“Even so every good tree bringeth forth good fruit; but a corrupt tree bringeth forth ______ fruit. 

A good tree cannot bring forth evil fruit, neither can a corrupt tree bring forth ______ fruit.” 
(Matthew 7:17-18)

2.
人々が神を否認した原因は、彼らの________にある。神を否認する科学的根拠などないのである。


サタンは、


-　神がみなを殺し、


-　他者を殺すよう説得し、

-　人々が福音を聴かないようにする
ことを望む。

3.
“天に座する者は_____、主は彼らをあざけられるであろう。”　（詩篇2章4節）
“He that sitteth in the heavens shall________: the LORD shall have them in derision.” (Psalm 2:4)
人種差別主義

4.
1859年、ダーウィン「自然淘汰による種の起源、あるいは生存_____における優遇種の保護」を打ち出した。

5.
______________：　“これが来世代の人種の質を肉体的、精神的の両面で左右する社会統制

（社会的規制）における局の研究である。”　（フランシス・ゴートン卿）

6.
_______年、世界博覧会がミズーリ州、セントルイスで開催された。他人種は、白系アメリカ人の進化的優位性という考えから展示物として展示された。

7.
_________________と名づけられたアフリカン・ピグミーは、進化の展示としてチンパンジーとともに檻に入れられた。

8.
______年、連邦政府は（チェロキーインディアンの土地に金が見つかったために）インディアンとの協定すべてを廃止し、彼らを特別保留地へと追いやった。

9.
1838年、Trail of Tears*は_______________・インディアンのオクラホマへの追放である。酋長ジョン・ロスによって造られたRoss’s　Landingは後に_________________(=岩が迫っているところ）と改名された。

	*　ジョージア州・ノース・キャロライナの南西部に住んでいたチェロキーは祖先の土地を追われてオクラホマへ強制的に移住させらた。十分な医療や食事も与えられず、馬や徒歩で1000マイルという過酷な道のりでは、子どもを含む 4,000以上が命を落とした。その人々が通った道、あるいはその大移動のことを指す。（チェロキー語でNunna Daul Tsuny=皆が泣いた道）



10.
“また、___________から、あらゆる民族を造り出して、地の全面に住まわせ、それぞれに時代を区分し、国土の境界を定めて下さったのである。”（使徒行伝17章26節）

“And hath made of_____ blood all nations of men for to dwell on all the face of the earth, and hath determined the times before appointed, and the bounds of their habitation;” (Acts 17:26)
共産主義

11.
カール・マルクスは______理論に則った彼の哲学(=Love of man's wisdom)を基本としている。

1984年に書かれた共産主義宣言が確立を試みたこと：

12.
A.　________財産の廃止

法と政府のふたつの基本哲学

	創造
	進化

	13.　法は__________から
	法は人の意見から

	権利は奪うことができないもの
	14.　権利は_____によって付与（承諾）されるもの

	政府は悪人や被告の刑罰にのみ制限されている。
	政府が全てに関し権限をもった設備者である。

	立憲共和国
	民主主義


15.
B.　過重な累進____税


C.　相続権の廃止


D.　相続権の没収


E.　中央銀行

16.
1913年、連邦_____________（The federal________）が制定された。


F.　国有の通信(FCC＝Federal Communications Commission、《米》連邦通信委員会)

と輸送（TSA＝Transportation Security Administration）
G.　国有の工場と農業

17.
H.　政府による______管理


I.　会社農家と地域計画

18.
J.　全児童への_____教育
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ナチス主義
1.
ヒトラーは___________が優勢な人種であり、世界を支配するに値すると信じていた。

ヒトラーの書籍「Mein Kampf」は彼の人種差別的な進化信仰で溢れている。

新世界秩序

2.
国際連合（UN）には


‐　_________の内政も干渉できる常備軍事力の設置。


‐　安全保障理事会の拒否権撤廃。


‐　地球共通の管轄権/支配権獲得。


‐　世界に______する。


‐　国際通商の統制する権限を持つ。


‐　人民総会という新しい権力の座を制定する。


‐　全ての民族国家への管轄権を持つ新しい国際裁判所をつくる。

3.
1929年の恐慌は事実上人々に__________番号（SSN）を発行する結果となった。

4.
社会保障とは、有志（無償）の行為のことで【ある/はない】！（どちらかに○）


米連邦緊急事態管理局（＝Federal Emergency Management Agency）は、

戒厳令(軍法)のために腕力を提供する。

誰が関わっているのか？


‐　国際連合（United Nations）


‐　世界教会協議会（World Council of Churches）


‐　三者委員会（Trilateral Commission）、外交問題評議会（Council on Foreign Relations）

‐　ビルダーバーガー・グループ（Bilderbergers）、国際通貨基金（International Monetary Fund）

‐　国際銀行家


‐　ローマクラブ


‐　共産主義者、社会主義者


‐　全米教育委員会（National Education Association）


‐　全米女性機構（National Organization for Women）

‐　米国自由人権協会（American Civil Liberties Union）

‐　フリーメーソン支部（Masonic Lodge)

5.
全世界総人口を1/2____人にまで削減しようという計画がある。

解決法

6.
“だから、あなたがたは______、すべての民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子と聖霊の名によって__________、あなたがたに命じておいたことをすべて守るように______なさい。わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。」 ”(マタイの福音書28章19－20節)

“___ ye therefore, and _______ all nations, __________them in the name of the Father, and of the Son, and of the Holy Ghost: Teaching them to observe all things whatsoever I have commanded you: and, lo, I am with you alway, even unto the end of the world. Amen.” (Matthew 28:19-20)

やる気を起こすときがきた！

7.
12のできること

‐　神は管理しておられる

“なにゆえ、もろもろの国びとは騒ぎたち、もろもろの民はむなしい事をたくらむのか。地のもろもろの王は立ち構え、もろもろのつかさはともに、はかり、主とその油そそがれた者とに逆らって言う、　「われらは彼らのかせをこわし、彼らのきずなを解き捨てるであろう」と。天に座する者は笑い、主は彼らをあざけられるであろう。そして主は憤りをもって彼らに語り、激しい怒りをもって彼らを恐れ惑わせて言われる、「わたしはわが王を聖なる山シオンに立てた」と。「わたしは主の詔をのべよう。主はわたしに言われた、「おまえはわたしの子だ。きょう、わたしはおまえを生んだ。わたしに求めよ、わたしはもろもろの国を／嗣業としておまえに与え、地のはてまでもおまえの所有として与える。おまえは鉄のつえをもって彼らを打ち破り、陶工の作る器物のように彼らを／打ち砕くであろう」と。それゆえ、もろもろの王よ、賢くあれ、地のつかさらよ、戒めをうけよ。恐れをもって主に仕え、おののきをもってその足に口づけせよ。さもないと主は怒って、あなたがたを道で滅ぼされるであろう、その憤りがすみやかに燃えるからである。すべて主に寄り頼む者はさいわいである。”（詩篇2章）

“Help, LORD; for the godly man ceaseth; for the faithful fail from among the children of men. They speak vanity every one with his neighbour: with flattering lips and with a double heart do they speak. The LORD shall cut off all flattering lips, and the tongue that speaketh proud things: Who have said, With our tongue will we prevail; our lips are our own: who is lord over us? For the oppression of the poor, for the sighing of the needy, now will I arise, saith the LORD; I will set him in safety from him that puffeth at him. The words of the LORD are pure words: as silver tried in a furnace of earth, purified seven times. Thou shalt keep them, O LORD, thou shalt preserve them from this generation for ever. The wicked walk on every side, when the vilest men are exalted.” (Psalm 2)

‐　へびのように_______なれ

“わたしがあなたがたをつかわすのは、羊をおおかみの中に送るようなものである。だから、へびのように賢く、はとのように素直であれ。”(マタイの福音書10章16節)

“Behold, I send you forth as sheep in the midst of wolves: be ye therefore wise as serpents, and harmless as doves.” (Matthew 10:16)
“賢い者は災を見て自ら避け、思慮のない者は進んでいって、罰をうける。”（箴言22章3節)

“A prudent man foreseeth the evil, and hideth himself: but the simple pass on, and are punished.” (Proverbs 22:3)

‐　何事も思い煩ってはならない（些細なことに惑わされるな）
“何事も思い煩ってはならない。ただ、事ごとに、感謝をもって祈と願いとをささげ、あなたがたの求めるところを神に申し上げるがよい。”（ピリピ人への手紙4章6節）

“Be careful for nothing; but in every thing by prayer and supplication with thanksgiving let your requests be made known unto God.” (Philippians 4:6)
‐　これら権威者たちのために______

“そこで、まず第一に勧める。すべての人のために、王たちと上に立っているすべての人々のために、願いと、祈と、とりなしと、感謝とをささげなさい。”（テモテへの第一の手紙2章1節）

“I exhort therefore, that, first of all, supplications, prayers, intercessions, and giving of thanks, be made for all men;” (I-Timothy 2:1)
‐　福音を説け

“そして彼らに言われた、「全世界に出て行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えよ。”（マルコによる福音書16章15節）

“And he said unto them, Go ye into all the world, and preach the gospel to every creature.” 
(Mark 16:15)
‐地の____になれ

“あなたがたは、地の塩である。もし塩のききめがなくなったら、何によってその味が取りもどされようか。もはや、なんの役にも立たず、ただ外に捨てられて、人々にふみつけられるだけである。”（マタイによる福音書5章13節）

“Ye are the salt of the earth: but if the salt have lost his savour, wherewith shall it be salted? it is thenceforth good for nothing, but to be cast out, and to be trodden under foot of men.” (Matthew 5:13)
‐　コネを使え（列王記、ダニエル書、使徒行伝：参照）

‐　創造についての真実を教えよ

“この世界と、その中にある万物とを造った神は、天地の主であるのだから、手で造った宮などにはお住みにならない。”（使徒行伝17章24節）

“God that made the world and all things therein, seeing that he is Lord of heaven and earth, dwelleth not in temples made with hands;” (Acts 17:24)
‐　______れるな

“世の心づかいと、富の惑わしと、その他いろいろな欲とがはいってきて、御言をふさぐので、実を結ばなくなる。”（マルコによる福音書4章19節）

“And the cares of this world, and the deceitfulness of riches, and the lusts of other things entering in, choke the word, and it becometh unfruitful.” (Mark 4:19)

‐　____________の音を聴け

“すなわち、主ご自身が天使のかしらの声と神のラッパの鳴り響くうちに、合図の声で、天から下ってこられる。その時、キリストにあって死んだ人々が、まず最初によみがえり、”（テサロニケ人への第一の手紙4章16節）

“For the Lord himself shall descend from heaven with a shout, with the voice of the archangel, and with the trump of God: and the dead in Christ shall rise first:” (I-Thessalonians 4:16)
‐　____を救済せよ

“正しい者の結ぶ実は命の木である、不法な者は人の命をとる。”（箴言11章30節）

“The fruit of the righteous is a tree of life; and he that winneth souls is wise.” (Proverbs 11:30)
‐　最終章を読め。我々は勝利する!

“御使はまた、水晶のように輝いているいのちの水の川をわたしに見せてくれた。この川は、神と小羊との御座から出て、都の大通りの中央を流れている。川の両側にはいのちの木があって、十二種の実を結び、その実は毎月みのり、その木の葉は諸国民をいやす。のろわるべきものは、もはや何ひとつない。神と小羊との御座は都の中にあり、その僕たちは彼を礼拝し、御顔を仰ぎ見るのである。彼らの額には、御名がしるされている。夜は、もはやない。あかりも太陽の光も、いらない。主なる神が彼らを照し、そして、彼らは世々限りなく支配する。彼はまた、わたしに言った、「これらの言葉は信ずべきであり、まことである。預言者たちのたましいの神なる主は、すぐにも起るべきことをその僕たちに示そうとして、御使をつかわされたのである。見よ、わたしは、すぐに来る。この書の預言の言葉を守る者は、さいわいである」。これらのことを見聞きした者は、このヨハネである。わたしが見聞きした時、それらのことを示してくれた御使の足もとにひれ伏して拝そうとすると、彼は言った、「そのようなことをしてはいけない。わたしは、あなたや、あなたの兄弟である預言者たちや、この書の言葉を守る者たちと、同じ僕仲間である。ただ神だけを拝しなさい」。またわたしに言った、「この書の預言の言葉を封じてはならない。時が近づいているからである。不義な者はさらに不義を行い、汚れた者はさらに汚れたことを行い、義なる者はさらに義を行い、聖なる者はさらに聖なることを行うままにさせよ」。「見よ、わたしはすぐに来る。報いを携えてきて、それぞれのしわざに応じて報いよう。わたしはアルパであり、オメガである。最初の者であり、最後の者である。初めであり、終りである。いのちの木にあずかる特権を与えられ、また門をとおって都にはいるために、自分の着物を洗う者たちは、さいわいである。犬ども、まじないをする者、姦淫を行う者、人殺し、偶像を拝む者、また、偽りを好みかつこれを行う者はみな、外に出されている。わたしイエスは、使をつかわして、諸教会のために、これらのことをあなたがたにあかしした。わたしは、ダビデの若枝また子孫であり、輝く明けの明星である」。御霊も花嫁も共に言った、「きたりませ」。また、聞く者も「きたりませ」と言いなさい。かわいている者はここに来るがよい。いのちの水がほしい者は、価なしにそれを受けるがよい。この書の預言の言葉を聞くすべての人々に対して、わたしは警告する。もしこれに書き加える者があれば、神はその人に、この書に書かれている災害を加えられる。また、もしこの預言の書の言葉をとり除く者があれば、神はその人の受くべき分を、この書に書かれているいのちの木と聖なる都から、とり除かれる。これらのことをあかしするかたが仰せになる、「しかり、わたしはすぐに来る」。アァメン、主イエスよ、きたりませ。”（ヨハネの黙示録22章1-21節）

“And he shewed me a pure river of water of life, clear as crystal, proceeding out of the throne of God and of the Lamb. In the midst of the street of it, and on either side of the river, was there the tree of life, which bare twelve manner of fruits, and yielded her fruit every month: and the leaves of the tree were for the healing of the nations. And there shall be no more curse: but the throne of God and of the Lamb shall be in it; and his servants shall serve him: And they shall see his face; and his name shall be in their foreheads. And there shall be no night there; and they need no candle, neither light of the sun; for the Lord God giveth them light: and they shall reign for ever and ever. And he said unto me, These sayings are faithful and true: and the Lord God of the holy prophets sent his angel to shew unto his servants the things which must shortly be done. Behold, I come quickly: blessed is he that keepeth the sayings of the prophecy of this book. And I John saw these things, and heard them. And when I had heard and seen, I fell down to worship before the feet of the angel which shewed me these things. Then saith he unto me, See thou do it not: for I am thy fellowservant, and of thy brethren the prophets, and of them which keep the sayings of this book: worship God. And he saith unto me, Seal not the sayings of the prophecy of this book: for the time is at hand. He that is unjust, let him be unjust still: and he which is filthy, let him be filthy still: and he that is righteous, let him be righteous still: and he that is holy, let him be holy still. And, behold, I come quickly; and my reward is with me, to give every man according as his work shall be. I am Alpha and Omega, the beginning and the end, the first and the last. Blessed are they that do his commandments, that they may have right to the tree of life, and may enter in through the gates into the city. For without are dogs, and sorcerers, and whoremongers, and murderers, and idolaters, and whosoever loveth and maketh a lie. I Jesus have sent mine angel to testify unto you these things in the churches. I am the root and the offspring of David, and the bright and morning star. And the Spirit and the bride say, Come. And let him that heareth say, Come. And let him that is athirst come. And whosoever will, let him take the water of life freely. For I testify unto every man that heareth the words of the prophecy of this book, If any man shall add unto these things, God shall add unto him the plagues that are written in this book: And if any man shall take away from the words of the book of this prophecy, God shall take away his part out of the book of life, and out of the holy city, and from the things which are written in this book. He which testifieth these things saith, Surely I come quickly. Amen. Even so, come, Lord Jesus. The grace of our Lord Jesus Christ be with you all. Amen.” (Revelation 22:1-21)
ADDITIONAL NOTES

箴言28章2節

“国の罪によって、治める者は多くなり、さとく、また知識ある人によって、国はながく保つ。”
“For the transgression of a land many are the princes thereof: but by a man of understanding and knowledge the state thereof shall be prolonged.” (Prov.28)
申命記1章13節

“あなたがたは、おのおの部族ごとに、知恵があり、知識があって、人に知られている人々を選び出しなさい。わたしはその人々を、あなたがたのかしらとするであろう。”
“Take you wise men, and understanding, and known among your tribes, and I will make them rulers over you.” ( Deuteronomy 1:13)
列王記(上)3章9－10節

“それゆえ、聞きわける心をしもべに与えて、あなたの民をさばかせ、わたしに善悪をわきまえることを得させてください。だれが、あなたのこの大いなる民をさばくことができましょう」。ソロモンはこの事を求めたので、そのことが主のみこころにかなった。”
“Give therefore thy servant an understanding heart to judge thy people, that I may discern between good and bad: for who is able to judge this thy so great a people? And the speech pleased the LORD, that Solomon had asked this thing.” (I-Kings 3:9-10) 
サムエル記(上)25章3節

“その人の名はナバルといい、妻の名はアビガイルといった。アビガイルは賢くて美しかったが、その夫は剛情で、粗暴であった。彼はカレブびとであった。”
“Now the name of the man was Nabal; and the name of his wife Abigail: and she was a woman of good understanding, and of a beautiful countenance: but the man was churlish and evil in his doings; and he was of the house of Caleb.” (II-Samuel 25:3)
エズラ書8章16－18節

“人をつかわしてエリエゼル、アリエル、シマヤ、エルナタン、ヤリブ、エルナタン、ナタン、ゼカリヤ、メシュラムという首長たる人々を招き、またヨヤリブ、およびエルナタンのような見識のある人々を招いた。そしてわたしはカシピアという所の首長イドのもとに彼らをつかわし、カシピアという所にいるイドと、その兄弟である宮に仕えるしもべたちに告ぐべき言葉を、彼らに授け、われわれの神の宮のために、仕え人をわれわれに連れて来いと言った。われわれの神がよくわれわれを助けられたので、彼らはイスラエルの子、レビの子、マヘリの子孫のうちの思慮深い人、すなわちセレビヤおよびその子らとその兄弟たち十八人を、われわれに連れて来、”
“Then sent I for Eliezer, for Ariel, for Shemaiah, and for Elnathan, and for Jarib, and for Elnathan, and for Nathan, and for Zechariah, and for Meshullam, chief men; also for Joiarib, and for Elnathan, men of understanding. And I sent them with commandment unto Iddo the chief at the place Casiphia, and I told them what they should say unto Iddo, and to his brethren the Nethinims, at the place Casiphia, that they should bring unto us ministers for the house of our God. And by the good hand of our God upon us they brought us a man of understanding, of the sons of Mahli, the son of Levi, the son of Israel; and Sherebiah, with his sons and his brethren, eighteen;” (Ezra 8 16-18)
歴代誌（上）12章32節

“イッサカルの子孫からはよく時勢に通じ、イスラエルのなすべきことをわきまえた人々が来た。その長たる者が二百人あって、その兄弟たちは皆その指揮に従った。”
“And of the children of Issachar, which were men that had understanding of the times, to know what Israel ought to do; the heads of them were two hundred; and all their brethren were at their commandment.” (I-Chronicles 12-32)
マタイによる福音書22章17節

“それで、あなたはどう思われますか、答えてください。カイザルに税金を納めてよいでしょうか、

いけないでしょうか」。”
“Tell us therefore, What thinkest thou? Is it lawful to give tribute unto Caesar, or not?” (Matthew 22:17)
イザヤ書64章8節

“されど主よ、あなたはわれわれの父です。われわれは粘土であって、あなたは陶器師です。われわれはみな、み手のわざです。”
“But now, O LORD, thou art our father; we are the clay, and thou our potter; and we all are the work of thy hand.”(Isaiah 64:8)
箴言14章34節

“正義は国を高くし、罪は民をはずかしめる。”
“Righteousness exalteth a nation: but sin is a reproach to any people.” (Proverbs 14-34)
歴代誌（下）7章14節

“わたしの名をもってとなえられるわたしの民が、もしへりくだり、祈って、わたしの顔を求め、その悪い道を離れるならば、わたしは天から聞いて、その罪をゆるし、その地をいやす。”
“If my people, which are called by my name, shall humble themselves, and pray, and seek my face, and turn from their wicked ways; then will I hear from heaven, and will forgive their sin, and will heal their land. “
(II-Chronicles 7:14)

サムエル記（上）17章28－29節

“上の兄エリアブはダビデが人々と語るのを聞いて、ダビデに向かい怒りを発して言った、「なんのために下ってきたのか。野にいるわずかの羊はだれに託したのか。あなたのわがままと悪い心はわかっている。戦いを見るために下ってきたのだ」。ダビデは言った、「わたしが今、何をしたというのですか。ただひと言いっただけではありませんか」。”
“And Eliab his eldest brother heard when he spake unto the men; and Eliab's anger was kindled against David, and he said, Why camest thou down hither? and with whom hast thou left those few sheep in the wilderness? I know thy pride, and the naughtiness of thine heart; for thou art come down that thou mightest see the battle. And David said, What have I now done? Is there not a cause?”  (II-Samuel 17:28-29)

伝道の書5章10節

“金銭を好む者は金銭をもって満足しない。富を好む者は富を得て満足しない。これもまた空である。”
“He that loveth silver shall not be satisfied with silver; nor he that loveth abundance with increase: this is also vanity.” (Ecclesiastes 5:10)

コロサイ人への手紙3章1－2節

“このように、あなたがたはキリストと共によみがえらされたのだから、上にあるものを求めなさい。そこではキリストが神の右に座しておられるのである。あなたがたは上にあるものを思うべきであって、地上のものに心を引かれてはならない。”
“If ye then be risen with Christ, seek those things which are above, where Christ sitteth on the right hand of God. Set your affection on things above, not on things on the earth.” (Colossians 3:1-2)
ヨハネの第一の手紙2章15－17節

“世と世にあるものとを、愛してはいけない。もし、世を愛する者があれば、父の愛は彼のうちにない。すべて世にあるもの、すなわち、肉の欲、目の欲、持ち物の誇は、父から出たものではなく、世から出たものである。世も世にある欲も、過ぎ去って行きます。しかし、神の御心を行う人は永遠に生き続けます。”
“Love not the world, neither the things that are in the world. If any man love the world, the love of the Father is not in him. For all that is in the world, the lust of the flesh, and the lust of the eyes, and the pride of life, is not of the Father, but is of the world. And the world passeth away, and the lust thereof: but he that doeth the will of God abideth for ever.” (I- John 2:17)
テサロニケ人への第一の手紙4章17節

“それから生き残っているわたしたちが、彼らと共に雲に包まれて引き上げられ、空中で主に会い、

こうして、いつも主と共にいるであろう。”
“Then we which are alive and remain shall be caught up together with them in the clouds, to meet the Lord in the air: and so shall we ever be with the Lord.” (I-Thessalonians 4:17)
ピリピ人への手紙4章22節

“すべての聖徒たちから、特にカイザルの家の者たちから、よろしく。”
“All the saints salute you, chiefly they that are of Caesar's household.” (Philippians 4:22)
ローマ人への手紙16章20節

“平和の神は、サタンをすみやかにあなたがたの足の下に踏み砕くであろう。どうか、わたしたちの主イエスの恵みが、あなたがたと共にあるように。”
“And the God of peace shall bruise Satan under your feet shortly. The grace of our Lord Jesus Christ be with you. Amen.” (Romans 16:20)

ヨハネの黙示録20章

“またわたしが見ていると、ひとりの御使が、底知れぬ所のかぎと大きな鎖とを手に持って、天から降りてきた。彼は、悪魔でありサタンである龍、すなわち、かの年を経たへびを捕えて千年の間つなぎおき、そして、底知れぬ所に投げ込み、入口を閉じてその上に封印し、千年の期間が終るまで、諸国民を惑わすことがないようにしておいた。その後、しばらくの間だけ解放されることになっていた。また見ていると、かず多くの座があり、その上に人々がすわっていた。そして、彼らにさばきの権が与えられていた。また、イエスのあかしをし神の言を伝えたために首を切られた人々の霊がそこにおり、また、獣をもその像をも拝まず、その刻印を額や手に受けることをしなかった人々がいた。彼らは生きかえって、キリストと共に千年の間、支配した。（それ以外の死人は、千年の期間が終るまで生きかえらなかった。）これが第一の復活である。この第一の復活にあずかる者は、さいわいな者であり、また聖なる者である。この人たちに対しては、第二の死はなんの力もない。彼らは神とキリストとの祭司となり、キリストと共に千年の間、支配する。千年の期間が終ると、サタンはその獄から解放される。そして、出て行き、地の四方にいる諸国民、すなわちゴグ、マゴグを惑わし、彼らを戦いのために召集する。その数は、海の砂のように多い。彼らは地上の広い所に上ってきて、聖徒たちの陣営と愛されていた都とを包囲した。すると、天から火が下ってきて、彼らを焼き尽した。そして、彼らを惑わした悪魔は、火と硫黄との池に投げ込まれた。そこには、獣もにせ預言者もいて、彼らは世々限りなく日夜、苦しめられるのである。また見ていると、大きな白い御座があり、そこにいますかたがあった。天も地も御顔の前から逃げ去って、あとかたもなくなった。また、死んでいた者が、大いなる者も小さき者も共に、御座の前に立っているのが見えた。かずかずの書物が開かれたが、もう一つの書物が開かれた。これはいのちの書であった。死人はそのしわざに応じ、この書物に書かれていることにしたがって、さばかれた。海はその中にいる死人を出し、死も黄泉もその中にいる死人を出し、そして、おのおのそのしわざに応じて、さばきを受けた。それから、死も黄泉も火の池に投げ込まれた。この火の池が第二の死である。このいのちの書に名がしるされていない者はみな、火の池に投げ込まれた。”
“And I saw an angel come down from heaven, having the key of the bottomless pit and a great chain in his hand. And he laid hold on the dragon, that old serpent, which is the Devil, and Satan, and bound him a thousand years, And cast him into the bottomless pit, and shut him up, and set a seal upon him, that he should deceive the nations no more, till the thousand years should be fulfilled: and after that he must be loosed a little season. And I saw thrones, and they sat upon them, and judgment was given unto them: and I saw the souls of them that were beheaded for the witness of Jesus, and for the word of God, and which had not worshipped the beast, neither his image, neither had received his mark upon their foreheads, or in their hands; and they lived and reigned with Christ a thousand years. But the rest of the dead lived not again until the thousand years were finished. This is the first resurrection. Blessed and holy is he that hath part in the first resurrection: on such the second death hath no power, but they shall be priests of God and of Christ, and shall reign with him a thousand years. And when the thousand years are expired, Satan shall be loosed out of his prison, And shall go out to deceive the nations which are in the four quarters of the earth, Gog, and Magog, to gather them together to battle: the number of whom is as the sand of the sea. And they went up on the breadth of the earth, and compassed the camp of the saints about, and the beloved city: and fire came down from God out of heaven, and devoured them. And the devil that deceived them was cast into the lake of fire and brimstone, where the beast and the false prophet are, and shall be tormented day and night for ever and ever. And I saw a great white throne, and him that sat on it, from whose face the earth and the heaven fled away; and there was found no place for them. And I saw the dead, small and great, stand before God; and the books were opened: and another book was opened, which is the book of life: and the dead were judged out of those things which were written in the books, according to their works. And the sea gave up the dead which were in it; and death and hell delivered up the dead which were in them: and they were judged every man according to their works. And death and hell were cast into the lake of fire. This is the second death. And whosoever was not found written in the book of life was cast into the lake of fire.” (Revelation 20)
“There are a thousand hacking at the bunches of evil to one who is striking at the root.”
  (Henry David Thoreau)

Seminar Six



ホヴィンド理論


“はじめに神は天と地とを創造された。”（創世記１章１節）
1.
ホヴィンド理論では、三つの大きな出来事について取り組む。

A. The C _ _ _ _ _ _ _

B. The C _ _ _ _

C. The C _ _ _ _ _ _ _ _ _ (the Flood)

創造

懐疑論者たちは創世記には4人の著者がいたと言う。（J,E,P,D）


1.  Yawest　
ヤハウィスト文書


2.　Eloist

エロヒスト文書


3.　Priestly
甲命記文書


4.　Deuterist
祭司文書

2.
（実際には、おそらく___人の著者がおり、みな直に目撃したことを証言したものだ。）

3.
創造についてのバビロニア語の記事(内容)は___________だが、モーゼの創世記はオリジナルの原稿である。





WILLINGLY IGNORANT = DUMB ON PURPOSE　

進んで無知でいること =　わざと馬鹿でいること

4.
あざける者は




‐　______について




‐　______について




‐　来たる______について

無知である。

5.
創造論者での年代記は、約6 ____年前に始まった。




6.
進化論者での年代記は、約20____年前に始まる。

創世記1章１節では、神は、時間と空間と物質とを創作した。（The Trinity of Trinities）
7.



8.



9.
	時間

“はじめ”

過去

現在

_____
	空間

“天国”

______

広さ

高さ
	物質

“地球”

固体

______

気体


10.
聖書のはじめの___編と終わりの___編に、光源というものはない。

11.
今日、エデンの園はどこのあるのか？　：ひとつ選び○で囲め

A.　フロリダ州ペンサコラ

B.　バグダッド

C.　海抜500フィートの泥のなかのどこか

D.　テキサス州トレーラーパーク

12.
聖書の意味において、植物は生きて【いる/いない】。（どちらかを○で囲め）

	[アダムからノアまでの10の名前の意味]

アダム　(Adam)

人(土)

セス　(Seth)

授けられた(約束の)

エノシュ　(Enos)

死ぬ運命の（もろい）

カイナン　(Cainan)
悲しみ（哀歌）

マハラエル　(Mahalaeel)
あがめられた(神に清められた)
イエレド　(Jared)

降りる

エノク　(Enoch)

説法する（従う）

メトシェラ(Methuselah)
彼の死は提示する／何かが起こる

レメク　(Lamech)

絶望

ノア　(Noah)

慰め（希望）

13.
これらの名前をひとつの文として繋げるなら：

_______________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________




呪い

14.
女性の分娩の痛み；男は女を______する

15.
地は人の“あなたのせいで”_________ている。

洪水

16.
洪水は、化石があちこちから発見されているように、その_______を残している。（サタンは、神の判決の際、人々がそれを証明するには何百年も掛かると信じませようと化石を利用しようとした。）

背景にあるいくつかの情報

17.
聖書は地球の表面（外皮）は水の上まで“_____________”とある。

“地を水の上に敷かれた者に感謝せよ、そのいつくしみはとこしえに絶えることがない。”

（詩篇136章6）

“To him that stretched out the earth above the waters: for his mercy endureth for ever.”
( Psalm 136:6)

18.
地表の下は沢山の水で覆われて【いる／いない】。（どちらかに○）

19.
ヨブ記38章8節は、地球から流れ出る水と________から流れ出る羊水とを照らし合わせて

いる。


“海の水が流れいで、_________からわき出たとき、／だれが戸をもって、これを閉じこめ
たか。”(ヨブ記38章8節）


“Or who shut up the sea with doors, when it brake forth, as if it had issued out of the _______?”
 (Job 38:8)

20.
今日地殻構造プレートの動きはパンゲア理論を支持【する／しない】。（どちらかに○）

21.
地球大移動説を支持するのに使われた証拠。


A.　大陸の____が当てはまるように見える。

偽り

B.　似た______が海の反対側から発見されている。
偽り

C.　海底には____________が見られる。

偽り

22.
ハイドロプレート理論

‐　おそらく、洪水前の地球は、植生、海、川、小さな山々共に豊かな超大陸だった。

‐　地表の下には_____マイルほどの厚さの水の層があった。

‐　地殻が割れたとき、水は割れ目から流れ出した。

23.
おそらく、大西洋中央海嶺は、地表面が割れたものだろう。割れ目が広がるほど____________は屈曲し割れ,割れ目は水で満たされ、(現在では堆積物となった)。

これらの罅（ひび）が磁気の変化した原因であろう。

24.
大陸大移動理論は以下の点を回避しようとしている。


A.　磁場が_________っているということ


B.　海底の堆積物がそれほどないということ

氷河期

25.
昔、氷はミズーリ州、__________________の方まであった。

26.
氷が融けると、モレイン（氷堆積）と呼ばれる流れ出した氷河によって運ばれる沢山の

___を残した。

氷河期に関するふたつの疑問

　　　　それはバイブルのどこに当てはまるのか？それは本当に何百万年も前のことなのか？

27.
北極付近で研究者達は、凍ったマンモス、サイ、ラクダ、ボブキャットを発見した。


‐　それらのいくつかは立ったままの状態だった。

‐　胃の中や歯には消化されずに残った_______があった。

‐　それらは______死していた　--- 肺に水は溜まっていなかった。

‐　血液のなかの氷晶は、彼らが5時間以内に凍ったことを示唆し、

気温はおよそ零下300度の最中にいたということになる。

クイック・サイエンス・レビュー

逆二乗法則*
28.
ふたつの物質間に働く引力は、それらの平方_______の二乗に反比例する。

	* 逆2乗の法則（ぎゃくにじょうのほうそく）

定量的な値が、発生源からの距離の2乗に反比例する、という法則を総じて指したもの。

光の減衰の法則、万有引力の法則、クーロンの法則がその代表である。


29.
これは：(ひとつ選び○で囲め)

A.　引力


B.　光


C.　磁気


D.　少女達


E.　上記全て

に影響を及ぼす。


ジャイロスコープ*／姿勢制御装置・回転儀
30.
こまがぶつかったとき、それは少しの間ふらつく。　その後、また回転し始めるが、

違った_______になる。

31.
それはおよそ_______年前、何かが地球にぶつかり、何千年かの間ふらつかせたことから傾斜（角度）を変えたと思われる。

	* 物体に働く角速度を検出する計測器。ロケットや航空機の姿勢制御のために使用される。最近ではカーナビ

ゲーションシステムや自動運転システム、ロボット、デジタルカメラ､無人偵察機などでも用いられている。


32.
いくつかの惑星には__________________のあるものがある。

マイスナー効果*
33.
______は超伝導体の上に浮かぶ。氷の隕石（メテオール）はその通例で、通常、零下400-300度である。

	* 超伝導状態における重要な性質の一つ。超伝導体に外部磁場をかけても、磁束をすべて内部から押し出して

しまい、超伝導体の内部に磁束は入ることができないというものである。


ADDITIONAL NOTES

“まず次のことを知るべきである。終りの時にあざける者たちが、あざけりながら出てきて、自分の欲情のままに生活し、「主の来臨の約束はどうなったのか。先祖たちが眠りについてから、すべてのものは天地創造の初めからそのままであって、変ってはいない」と言うであろう。すなわち、彼らはこのことを認めようとはしない。古い昔に天が存在し、地は神の言によって、水がもとになり、また、水によって成ったのであるが、その時の世界は、御言により水でおおわれて滅んでしまった。しかし、今の天と地とは、同じ御言によって保存され、不信仰な人々がさばかれ、滅ぼさるべき日に火で焼かれる時まで、そのまま保たれているのである。”　（ペテロの第二の手紙3章3－7節）

“Knowing this first, that there shall come in the last days scoffers, walking after their own lusts, And saying, Where is the promise of his coming? for since the fathers fell asleep, all things continue as they were from the beginning of the creation. For this they willingly are ignorant of, that by the word of God the heavens were of old, and the earth standing out of the water and in the water: Whereby the world that then was, being overflowed with water, perished: But the heavens and the earth, which are now, by the same word are kept in store, reserved unto fire against the day of judgment and perdition of ungodly men.” （II-Peter 3:3-7）
“主はわたしの光、わたしの救いだ。わたしはだれを恐れよう。主はわたしの命のとりでだ。わたしはだれをおじ恐れよう。”（詩篇27章1節）

“The LORD is my light and my salvation; whom shall I fear? the LORD is the strength of my life; of whom shall I be afraid?” (Psalm 27:1)

“このような人は流れのほとりに植えられた木の、ときが来ると実を結び、その葉もしぼまないように、水のなすところはみな栄える。“（詩篇1章3節）

“And he shall be like a tree planted by the rivers of water, that bringeth forth his fruit in his season; his leaf also shall not wither; and whatsoever he doeth shall prosper.” (Psalm 1:3)

“地とそれに満ちるもの、世界と、そのなかに住むものとは主のものである。　主はその基を大海のうえにすえ大川のうえに定められた。”（詩篇24章1－2節）

“The earth is the LORD's, and the fulness thereof; the world, and they that dwell therein. For he hath founded it upon the seas, and established it upon the floods.” (Psalm 24:1-2)

“主なる神は東のかた、エデンに一つの園を設けて、その造った人をそこに置かれた。”

（創世記2章8）

“And the LORD God planted a garden eastward in Eden; and there he put the man whom he had formed.”（Genesis 2:8）
“　主なる神は東のかた、エデンに一つの園を設けて、その造った人をそこに置かれた。主なる神は人を連れて行ってエデンの園に置き、これを耕させ、これを守らせられた。主なる神はその人に命じて言われた、「あなたは園のどの木からでも心のままに取って食べてよろしい。”（創世記2章14‐16）

“And the name of the third river is Hiddekel: that is it which goeth toward the east of Assyria. And the fourth river is Euphrates.”（Genesis2:14-16）

“主はまたモーセに言われた、「アロンの子なる祭司たちに告げて言いなさい、『民のうちの死人のために、身を汚す者があってはならない。”（レビ記21章1）

“And the LORD said unto Moses, Speak unto the priests the sons of Aaron, and say unto them, There shall none be defiled for the dead among his people:” (Leviticus 21:1)

“または、すべて人を汚す這うものに触れた者、または、どのような汚れにせよ、人を汚れさせる人に触れた者、”（レビ記22章5）

“Or whosoever toucheth any creeping thing, whereby he may be made unclean, or a man of whom he may take uncleanness, whatsoever uncleanness he hath;” (Leviticus 22:5)

“He gathereth the waters of the sea together as an heap: he layeth up the depth in storehouses.”(Psalm33:7)
“主は海の水を水がめの中に集めるように集め、深い淵を倉におさめられた。”（詩篇33章7）

“For they shall soon be cut down like the grass, and wither as the green herb.”(Psalm37:2)

“彼らはやがて草のように衰え、青菜のようにしおれるからである。”　（詩篇37章2）

“その時の世界は、御言により水でおおわれて滅んでしまった。”（ペトロの第二の手紙3章6）

“Whereby the world that then was, being overflowed with water, perished:” (II-Peter 3:6)

“しかし、アダムからモーセまでの間においても、アダムの違反と同じような罪を犯さなかった者も、死の支配を免れなかった。このアダムは、きたるべき者の型である。しかし、アダムからモーセまでの間においても、アダムの違反と同じような罪を犯さなかった者も、死の支配を免れなかった。このアダムは、きたるべき者の型である。かつ、この賜物は、ひとりの犯した罪の結果とは異なっている。なぜなら、さばきの場合は、ひとりの罪過から、罪に定めることになったが、恵みの場合には、多くの人の罪過から、義とする結果になるからである。”　(ローマ人への手紙5章12‐14)

“Wherefore, as by one man sin entered into the world, and death by sin; and so death passed upon all men, for that all have sinned: For until the law sin was in the world: but sin is not imputed when there is no law. Nevertheless death reigned from Adam to Moses, even over them that had not sinned after the similitude of Adam's transgression, who is the figure of him that was to come.” (Romans 5:12-14)

“それは、死がひとりの人によってきたのだから、死人の復活もまた、ひとりの人によってこなければならない。アダムにあってすべての人が死んでいるのと同じように、キリストにあってすべての人が生かされるのである。　”　（コリント人への第一の手紙15章21-22）

“For after that in the wisdom of God the world by wisdom knew not God, it pleased God by the foolishness of preaching to save them that believe. For the Jews require a sign, and the Greeks seek after wisdom;” (Corinth15:21-22) 
“最後の敵として滅ぼされるのが、死である。　”（コリント人への第一の手紙15章26）

“The last enemy that shall be destroyed is death.” (I-Corinthians 15:26)

“彼らは、日の涼しい風の吹くころ、園の中に主なる神の歩まれる音を聞いた。そこで、人とその妻とは主なる神の顔を避けて、園の木の間に身を隠した。主なる神は人に呼びかけて言われた、「あなたはどこにいるのか」。彼は答えた、「園の中であなたの歩まれる音を聞き、わたしは裸だったので、恐れて身を隠したのです」。神は言われた、「あなたが裸であるのを、だれが知らせたのか。食べるなと、命じておいた木から、あなたは取って食べたのか」。人は答えた、「わたしと一緒にしてくださったあの女が、木から取ってくれたので、わたしは食べたのです」。そこで主なる神は女に言われた、「あなたは、なんということをしたのです」。女は答えた、「へびがわたしをだましたのです。それでわたしは食べました」。主なる神はへびに言われた、／「おまえは、この事を、したので、／すべての家畜、野のすべての獣のうち、／最ものろわれる。おまえは腹で、這いあるき、／一生、ちりを食べるであろう。わたしは恨みをおく、／おまえと女とのあいだに、／おまえのすえと女のすえとの間に。彼はおまえのかしらを砕き、／おまえは彼のかかとを砕くであろう」。つぎに女に言われた、／「わたしはあなたの産みの苦しみを大いに増す。あなたは苦しんで子を産む。それでもなお、あなたは夫を慕い、／彼はあなたを治めるであろう」。更に人に言われた、「あなたが妻の言葉を聞いて、食べるなと、わたしが命じた木から取って食べたので、／地はあなたのためにのろわれ、／あなたは一生、苦しんで地から食物を取る。地はあなたのために、いばらとあざみとを生じ、／あなたは野の草を食べるであろう。あなたは顔に汗してパンを食べ、ついに土に帰る、／あなたは土から取られたのだから。あなたは、ちりだから、ちりに帰る」。”　（創世記3章8-19）

“And they heard the voice of the LORD God walking in the garden in the cool of the day: and Adam and his wife hid themselves from the presence of the LORD God amongst the trees of the garden. And the LORD God called unto Adam, and said unto him, Where art thou? And he said, I heard thy voice in the garden, and I was afraid, because I was naked; and I hid myself. And he said, Who told thee that thou wast naked? Hast thou eaten of the tree, whereof I commanded thee that thou shouldest not eat? And the man said, The woman whom thou gavest to be with me, she gave me of the tree, and I did eat. And the LORD God said unto the woman, What is this that thou hast done? And the woman said, The serpent beguiled me, and I did eat. And the LORD God said unto the serpent, Because thou hast done this, thou art cursed above all cattle, and above every beast of the field; upon thy belly shalt thou go, and dust shalt thou eat all the days of thy life: And I will put enmity between thee and the woman, and between thy seed and her seed; it shall bruise thy head, and thou shalt bruise his heel. Unto the woman he said, I will greatly multiply thy sorrow and thy conception; in sorrow thou shalt bring forth children; and thy desire shall be to thy husband, and he shall rule over thee. And unto Adam he said, Because thou hast hearkened unto the voice of thy wife, and hast eaten of the tree, of which I commanded thee, saying, Thou shalt not eat of it: cursed is the ground for thy sake; in sorrow shalt thou eat of it all the days of thy life; Thorns also and thistles shall it bring forth to thee; and thou shalt eat the herb of the field; In the sweat of thy face shalt thou eat bread, till thou return unto the ground; for out of it wast thou taken: for dust thou art, and unto dust shalt thou return.”（Genesis 3:18-19）

“日がたって、カインは地の産物を持ってきて、主に供え物とした。アベルもまた、その群れのういごと肥えたものとを持ってきた。主はアベルとその供え物とを顧みられた。しかしカインとその供え物とは顧みられなかったので、カインは大いに憤って、顔を伏せた。　”　（創世記4章3-5）

“And in process of time it came to pass, that Cain brought of the fruit of the ground an offering unto the LORD. And Abel, he also brought of the firstlings of his flock and of the fat thereof. And the LORD had respect unto Abel and to his offering: But unto Cain and to his offering he had not respect. And Cain was very wroth, and his countenance fell.” (Genesis 3-5)

“それはノアの六百歳の二月十七日であって、その日に大いなる淵の源は、ことごとく破れ、天の窓が開けて、雨は四十日四十夜、地に降り注いだ。その同じ日に、ノアと、ノアの子セム、ハム、ヤペテと、ノアの妻と、その子らの三人の妻とは共に箱舟にはいった。またすべての種類の獣も、すべての種類の家畜も、地のすべての種類の這うものも、すべての種類の鳥も、すべての翼あるものも、皆はいった。すなわち命の息のあるすべての肉なるものが、二つずつノアのもとにきて、箱舟にはいった。”（創世記7章11-15）

“In the six hundredth year of Noah's life, in the second month, the seventeenth day of the month, the same day were all the fountains of the great deep broken up, and the windows of heaven were opened. And the rain was upon the earth forty days and forty nights. In the selfsame day entered Noah, and Shem, and Ham, and Japheth, the sons of Noah, and Noah's wife, and the three wives of his sons with them, into the ark; They, and every beast after his kind, and all the cattle after their kind, and every creeping thing that creepeth upon the earth after his kind, and every fowl after his kind, every bird of every sort. And they went in unto Noah into the ark, two and two of all flesh, wherein is the breath of life.” (Genesis 7:11-15)

“すなわち鼻に命の息のあるすべてのもの、陸にいたすべてのものは死んだ。”（創世記7章22）

“All in whose nostrils was the breath of life, of all that was in the dry land, died.” (Genesis　7:22)

“主は人の悪が地にはびこり、すべてその心に思いはかることが、いつも悪い事ばかりであるのを見られた。主は地の上に人を造ったのを悔いて、心を痛め、「わたしが創造した人を地のおもてからぬぐい去ろう。人も獣も、這うものも、空の鳥までも。わたしは、これらを造ったことを悔いる」と言われた。”（創世記6章5-7）

“And God saw that the wickedness of man was great in the earth, and that every imagination of the thoughts of his heart was only evil continually. And it repented the LORD that he had made man on the earth, and it grieved him at his heart.  And the LORD said, I will destroy man whom I have created from the face of the earth; both man, and beast, and the creeping thing, and the fowls of the air; for it repenteth me that I have made them.” (Genesis 6:5-7)

“時に世は神の前に乱れて、暴虐が地に満ちた。神が地を見られると、それは乱れていた。すべての人が地の上でその道を乱したからである。そこで神はノアに言われた、「わたしは、すべての人を絶やそうと決心した。彼らは地を暴虐で満たしたから、わたしは彼らを地とともに滅ぼそう。あなたは、いとすぎの木で箱舟を造り、箱舟の中にへやを設け、アスファルトでそのうちそとを塗りなさい。”（創世記6章11-14）

“The earth also was corrupt before God, and the earth was filled with violence. And God looked upon the earth, and, behold, it was corrupt; for all flesh had corrupted his way upon the earth. And God said unto Noah, The end of all flesh is come before me; for the earth is filled with violence through them; and, behold, I will destroy them with the earth. Make thee an ark of gopher wood; rooms shalt thou make in the ark, and shalt pitch it within and without with pitch.” (Genesis 6:11-14)

“わたしは地の上に洪水を送って、命の息のある肉なるものを、みな天の下から滅ぼし去る。地にあるものは、みな死に絶えるであろう。ただし、わたしはあなたと契約を結ぼう。あなたは子らと、妻と、子らの妻たちと共に箱舟にはいりなさい。またすべての生き物、すべての肉なるものの中から、それぞれ二つずつを箱舟に入れて、あなたと共にその命を保たせなさい。それらは雄と雌とでなければならない。すなわち、鳥はその種類にしたがい獣はその種類にしたがい、また地のすべての這うものも、その種類にしたがって、それぞれ二つずつ、あなたのところに入れて、命を保たせなさい。また、すべての食物となるものをとって、あなたのところにたくわえ、あなたとこれらのものとの食物としなさい」。”（創世記6章17-21）

“And, behold, I, even I, do bring a flood of waters upon the earth, to destroy all flesh, wherein is the breath of life, from under heaven; and every thing that is in the earth shall die. But with thee will I establish my covenant; and thou shalt come into the ark, thou, and thy sons, and thy wife, and thy sons' wives with thee. And of every living thing of all flesh, two of every sort shalt thou bring into the ark, to keep them alive with thee; they shall be male and female. Of fowls after their kind, and of cattle after their kind, of every creeping thing of the earth after his kind, two of every sort shall come unto thee, to keep them alive. And take thou unto thee of all food that is eaten, and thou shalt gather it to thee; and it shall be for food for thee, and for them.” (Genesis 6:17-21)

“神はノアとその子らとを祝福して彼らに言われた、「生めよ、ふえよ、地に満ちよ。地のすべての獣、空のすべての鳥、地に這うすべてのもの、海のすべての魚は恐れおののいて、あなたがたの支配に服し、すべて生きて動くものはあなたがたの食物となるであろう。さきに青草をあなたがたに与えたように、わたしはこれらのものを皆あなたがたに与える。しかし肉を、その命である血のままで、食べてはならない。”（創世記9章1-4）

“And God blessed Noah and his sons, and said unto them, Be fruitful, and multiply, and replenish the earth. And the fear of you and the dread of you shall be upon every beast of the earth, and upon every fowl of the air, upon all that moveth upon the earth, and upon all the fishes of the sea; into your hand are they delivered. Every moving thing that liveth shall be meat for you; even as the green herb have I given you all things. But flesh with the life thereof, which is the blood thereof, shall ye not eat.”  (Genesis 9:1-4)

“アルパクサデはシラを生んで後、四百三年生きて、男子と女子を生んだ。”（創世記11章13）
“And Arphaxad lived after he begat Salah four hundred and three years, and begat sons and daughters.” (Genesis 11:13)

“そこで彼らはソドムとゴモラの財産と食料とをことごとく奪って去り、”（創世記14章11）

“And they took all the goods of Sodom and Gomorrah, and all their victuals, and went their way.” (Genesis 14:11)

“願わくはあなたの敵をあなたの手に渡された／いと高き神があがめられるように」。アブラムは彼にすべての物の十分の一を贈った。時にソドムの王はアブラムに言った、「わたしには人をください。財産はあなたが取りなさい」。アブラムはソドムの王に言った、「天地の主なるいと高き神、主に手をあげて、わたしは誓います。わたしは糸一本でも、くつひも一本でも、あなたのものは何にも受けません。アブラムを富ませたのはわたしだと、あなたが言わないように。ただし若者たちがすでに食べた物は別です。そしてわたしと共に行った人々アネルとエシコルとマムレとにはその分を取らせなさい」。”（創世記14章20-24）

“For the life of the flesh is in the blood: and I have given it to you upon the altar to make an atonement for your souls: for it is the blood that maketh an atonement for the soul. And the king of Sodom said unto Abram, Give me the persons, and take the goods to thyself. And Abram said to the king of Sodom, I have lift up mine hand unto the LORD, the most high God, the possessor of heaven and earth, That I will not take from a thread even to a shoelatchet, and that I will not take any thing that is thine, lest thou shouldest say, I have made Abram rich: Save only that which the young men have eaten, and the portion of the men which went with me, Aner, Eshcol, and Mamre; let them take their portion.” (Genesis 14:20-24)

“イスラエルの家の者、またはあなたがたのうちに宿る寄留者のだれでも、血を食べるならば、わたしはその血を食べる人に敵して、わたしの顔を向け、これをその民のうちから断つであろう。肉の命は血にあるからである。あなたがたの魂のために祭壇の上で、あがないをするため、わたしはこれをあなたがたに与えた。血は命であるゆえに、あがなうことができるからである。このゆえに、わたしはイスラエルの人々に言った。あなたがたのうち、だれも血を食べてはならない。またあなたがたのうちに宿る寄留者も血を食べてはならない。”（レビ記17章10-12）

“And whatsoever man there be of the house of Israel, or of the strangers that sojourn among you, that eateth any manner of blood; I will even set my face against that soul that eateth blood, and will cut him off from among his people. For the life of the flesh is in the blood: and I have given it to you upon the altar to make an atonement for your souls: for it is the blood that maketh an atonement for the soul.  Therefore I said unto the children of Israel, No soul of you shall eat blood, neither shall any stranger that sojourneth among you eat blood.” (Leviticus 17:11)

“このような人は流れのほとりに植えられた木の／時が来ると実を結び、その葉もしぼまないように、そのなすところは皆栄える。”（詩篇1章3）

“The ox knoweth his owner, and the ass his master's crib: but Israel doth not know, my people doth not consider.” (Psalm1:3)

“地と、それに満ちるもの、世界と、そのなかに住む者とは主のものである。主はその基を大海のうえにすえ、大川のうえに定められた。”（詩篇24章1-2）

“The earth is the LORD's, and the fulness thereof; the world, and they that dwell therein. For he hath founded it upon the seas, and established it upon the floods.” (Psalm 24:1-2)

“主は海の水を水がめの中に集めるように集め、深い淵を倉におさめられた。”（詩篇33章7）

“He gathereth the waters of the sea together as an heap: he layeth up the depth in storehouses.” (Psalm 33:7)

“彼らはやがて草のように衰え、青菜のようにしおれるからである。”（詩篇37章2）

“For they shall soon be cut down like the grass, and wither as the green herb.” (Psalm 37:2)

“またその運河は臭いにおいを放ち、エジプトのナイルの支流はややに減ってかわき、葦とよしとは枯れはてる。ナイルのほとり、ナイルの岸には裸の所があり、ナイルのほとりにまいた物はことごとく枯れ、散らされて、うせ去る。　”（イザヤ書19章6-7）

“And they shall turn the rivers far away; and the brooks of defence shall be emptied and dried up: the reeds and flags shall wither. The paper reeds by the brooks, by the mouth of the brooks, and every thing sown by the brooks, shall wither, be driven away, and be no more.” (Isaiah 19:6-7）
“彼らは、かろうじて植えられ、かろうじてまかれ、その幹がかろうじて地に根をおろしたとき、神がその上を吹かれると、彼らは枯れて、わらのように、つむじ風にまき去られる。”（イザヤ書40章24）

“Yea, they shall not be planted; yea, they shall not be sown: yea, their stock shall not take root in the earth: and he shall also blow upon them, and they shall wither, and the whirlwind shall take them away as stubble.”（Isaiah 40:24）

Seminar Six B


1.
熟考ポイント

‐　彗星があまりにも速く進んだら、最大_______________という限界があることから

それはバラバラに壊れてしまうだろう。


‐　地球の_________は弱まってきている。


‐　極寒粒子は磁気によって下向きに湾曲しているか、________________いる。


‐　洪水以前の世界は今とは大分違っていた。

‐　創世記10章25節ではPelegについて“エベルにふたりの子が生れた。そのひとりの名　

　　をペレグといった。これは彼の代に地の民が分れたからである。”と言っている。

‐　Pelegとは“_____________分割された”という意味であり、彼は239年生きた。

‐　Joktanとは“____________”という意味である。

‐　洪水以前、地球は頭上を水の天蓋で覆われ、水は地殻の下にあった。

‐　ときに物事は二通りの見方ができる。

ともあれ、その子牛はどのくらい早く走れるというのか？

“エベルにふたりの子が生れた。そのひとりの名をペレグといった。これは彼の代に地の民が分れたからである。その弟の名をヨクタンといった。”（創世記10章25）

“And unto Eber were born two sons: the name of one was Peleg; for in his days was the earth divided; and his brother's name was Joktan.” (Genesis10:25)
2.
ホヴィンド理論8項目

‐　ノアと動物達は箱舟に乗り、無事だった。

‐　℉（＝Fahrenheit華氏）-300度の氷の隕石は空間を飛んで来た。

‐　氷の隕石は粉々に壊れ、惑星（土星など）の周辺を覆う_______になった。地球の柱は極寒粒子を被るようなかたちになった。

‐　氷が降ったことから地球には罅（ひび）が入り、深淵の___を湧き出（放出）させた。

これが地球をぐらつき（傾かせ）、天蓋を崩壊させる原因となった。

‐　動物や植物は洪水で死んで沈降（沈殿）し、埋められた。植物はその後_____に、

動物は石油や天然ガス、あるいは______となった。

‐　不安定な板(地盤)はひび割れ、変動し、____が下に溜まっている間、周辺を動き回った。

‐　（層の）薄い地点は沈んで____に、厚い地点は盛り上がって____になった。

‐　氷帽（万年雪）は徐々に解凍し、海面を陸___まで上昇させると、人々の寿命はペレグの時代ほど長くはなくなった。

ホヴィンド理論　着眼点

氷の隕石

3.
少なくとも、太陽系のこれら惑星には氷のリングがあり、それらは氷の隕石が粉々に壊れたときに形成されたものである可能性はある。：（ひとつ選び○で囲め）
A. 4

B. 7 1/2

C. 42

D. 300　

（個の惑星）

4.
氷の粒子が地球の極まで届いたことは、　：（ひとつ選び○で囲め）


A.　地球をぐらつかせた






B.　大西洋中央海嶺にならぶ地殻にひびを入れた



C.　深淵（地殻下）の泉を放出した





D.　サンタの仕事場を崩壊させた


E.　AとBとC

凍った生き物

5.
研究員らはニュー・_____________（島）で、凍ったボブキャット、ラクダ、バイソン、マンモスを発見した。

6.
南極大陸には、草一本はえない巨大な____があるという証拠がある。

7.
南極から約________マイル地点では、恐竜の足跡や恐竜そのものが見つかっている。

8.
___極から250マイルのところでは、化石化せずに凍った葉が見つかっている。


アラスカでは、恐竜の骨や痕跡が見つかっている。

9.
地球には北極が二箇所ある。


A.　地理的な北：　地球はこの周辺を_____________。


B.　磁気的な北：　_________に位置する。


氷河期は磁気北位（磁北）周辺に集中した。

雪は動物を抜き差しならない状態に追い込み、5時間以内に凍らせてしまった。

創造論者間における氷河期についての二つの見解


1.　洪水が氷河期の原因となった。


2.　氷河期が洪水の原因となった。（ホヴィンド理論）

深淵の泉

10.　
Genesis 7:19　 “And the waters prevailed exceedingly upon the earth; and all the________, that were under the _______ heaven, were covered.”
“水はまた、ますます地にみなぎり、天の下の高い山々は皆おおわれた。”（創世記7章19）

11.
それは局所洪水で【あった／ではなかった】。(どちらかに○)

12.
_______________山頂では、殻を閉じた状態で化石化したアサリが見つかった。

13.
ペルーでは海抜___マイルの場所で、巨大な牡蠣が見つかった。

参考事実：



‐　エヴェレスト山は海岸から遥か遠い。



‐　アサリは上手に山を登れない。



‐　アサリは死ぬと口（殻）を開く。

14.
ときに、化石化したアサリは地底から____フィートまでの厚さの所に集中して見つかる。

洪水の最終段階で山がもり上がったときに、アサリは生きたまま泥の地中に埋められたの

である。

15.
-　今日、珪藻土／ケイソウツチをひとつ得るのには_______年かかる。

· 珪藻土最大の採取場はカリフォルニア州___________にあり、約_______フィートの厚さ

がある。

· 1976年、採取場でヒゲクジラが直立したかたちで埋まっていた。___フィートあった。

· ロンポックは、____________断層とちょうど隣同士にある。（地殻を熱い水が突破すると、ある範囲内にいた珪藻類やほとんどの海洋生物は死に、珪藻類は急速に集積されて化石となった。）

16. 
Genesis 7:18　 “And the waters _________, and were increased greatly upon the earth; and the ark went upon the face of the waters.”
“また水がみなぎり、地に増したので、箱舟は水のおもてに漂った。”（創世記7章18）

化石とその他のこと

洪水のはじめの数ヶ月は、死んだ動物達は沈降(沈殿)した。渦巻く水は動物の墓場を形成しただろう。

17.
流水は粒子を
：（ひとつ選び○で囲め）


A.　アルファベット順に


B.　高さで

C.　濃度（density）によって

分類した。

18.
急速な濁流（泥の流れ）は　


A.　混濁流、乱泥流　(土砂崩れ)


B.　______（とそれ以外の動物）の骨をねじ曲げる


C.　化石の墓場をつくる





という影響を及ぼした。

19.
恐竜は常に同じ地層から発見【される／されるのではない】。（どちらかに○）

20.
______________ ―　水中の底の砂が圧迫で開放されることにより浮遊していた物質を埋め、

分割する要因となる。

（もし地球に障害がなく水で覆われていたら、洪水があったとして、潮流は6時間25分毎に

_______フィート変化していただろう。）


なぜ動物達は地層のなかに分別されたのか？（アサリの観点から）


A.　生息地
-　アサリは水の底に生息することから、底の層へ分別される。


B.　知能

-　それほど高くない。（余り大声で言ったらアサリを傷つけてしまうかもしれない!）

C.　流動性
-　アサリはそれほど速く走れない。　


D.　密度

-　鳥の羽根よりは重い。

水はどこへ行ったのか？



そこにまだあるではないか！
21.
“Assuaged”とは、“_____________”　という意味である。　（――鎮める）

22.
洪水の終わりごろ、移動していた陸が沈み、そしてもり上がった。水は急速に低い位置へと流れ、高い場所はもり上がって______を形成した。水は急いで出ていき、すぐにひどい侵食／腐食をもたらした。

ということは、・・・エヴェレスト山は水中にあるというのか？


だが、エヴェレスト山はそこにはなかった！　洪水の終わりの数ヵ月ごろ、陸がもり上がるまで、山は形成されなかったのだ。

地球の地殻

23.
フロリダ州、ペンサコラに地震の可能性は0（ゼロ）である。なぜならば、


A.　神はエミット・スミスの大ファンだから

B.　フロリダは断層線（fault line）に近くないから

C.　バプテストがそれを認めないから

24.
ほとんどの山脈は海洋盆に従って【いる／いない】。（どちらかに○）　

25.
曲がった岩の層はそれがまだ____________かったうちに曲がったのだということを示唆する。岩には罅（ひび）がない。

カンガルー騒ぎ

あざける者たちはたずねる、「カンガルーはどうやってオーストラリアに辿り着いたのか？」

解答！

26.
ノアが箱舟から降りると、大陸は今日より______かった。なぜならば、北極にも南極にも氷は豊富にあったからである。

‐　イギリス海峡(English Channel)の最深ポイントは、水深_____フィートである。

‐　アラスカとロシアの間は、水深___フィートである。

‐　オーストラリアとベトナムの間は、水深30-50フィートだけである。

‐　コアラ、ウォンバット、カンガルーは移動の波の端にいただろう。オーストラリアに着

いたとき、彼らは行き止まりに当たった。　氷帽が融けると、水は海を満たし、これらの生物は食肉動物から隔離された。

27.
カンガルーの化石はオーストラリアだけで発見されて【いる／いるのではない】。

28.
なぜ大陸には陸棚があるのか？


A.　小物を置く場所が必要だったから


B.　氷帽が融け、大陸の一部を覆っていたことがあるから


C.　大工仕事のが好きだったから

Seminar Six C



1.
一度の大災害は不動産を急速に再整理することが【できる／できない】。（どちらかに○）。

	セミナー4-Aを是非見てください：更に詳しい教科書のなかの嘘では、グランドキャニオンがいかにして形成されたかを考察しています。　またグランドキャニオンのデモンストレーションを見に、フロリダ州ペンサコラのダイナソー・アドベンチャー・ランドへも来て下さい。


2.

St.へレン山は我々に何を教えたか？



A.　___は物を地層のなかへ自然に浸透させる。



B.　山が蒸気を噴出したとき、侵食によるくぼみを側面に作る。



C.　わずか__時間で、土石流はキャニオンを100フィートの深さまで削る。



D.　多くの木が___________湖に吹き飛んで来た。



　　-　科学者たちは_______本の木がスピリット湖の底に沈んでいると見積もっている。



　　-　それらは____フィートの堆積物として直立に埋まっている。



　　-　それらは生物によって沈降させられ、そこに完全な森をつくりあげる。



　　-　沈殿した木の皮は底に層を形成し、ある状況下において_______になる。

3.

アメリカ中西部の石炭層は____の層をもつ。

4.

沢山の_____の______は、ユタ州南東の採炭所の天井で見つかった。

恐竜は崩壊堆積物跡の周辺を歩き回っていた！

5.
ヘブル語のフレーズで　“Halak-va-shub”とは、　：（ひとつ選び○で囲め）


A.　行っては戻る


B.　散歩をし、ガムをかむ


C.　いってらっしゃい



という意味である。

6.
それは水平___（Horizontal __________）を明確に説明する。

7.
箱舟は______ヶ月間静止していたが、ノアは______ヶ月船から外へ出なかった。

8.
なぜ彼は船からそんなに長く出なかったのか？


A.　水は右往左往流れ続け、まだ安全といえなかった。


B.　大地はまだ泥の状態で、_______ものもなかった。


C.　何かを______する材料がなかった。

9.
______ヶ月目、山の頂上が見えた。

生命（の源泉）の縮小

10.
それは極氷が融けたときに端を発する：


A.　海洋が広くなった。


B.　大陸が狭くなった。


C.　冷水が二酸化炭素（carbon dioxide=CO2）を溜めるようになった。

11.
冷水は環境にCO2を引きよせ、地球に届く_________をさらに受け入れる。

これがペレグの時代より平均生命泉を縮小した原因である。

12.
聖書の “______が分れた”とは何を意味するのかについての様々な仮説：


1.　言語は混乱させ、国は分離した（バベルの塔のように）。


2.　大陸が移動した。


3.　水位が上昇し、大陸が分割された。


4.　島が測量された。

13.
地中海西部は、おそらく洪水からおよそ_____年後に水で満たされた。

14.
__________の海岸沿いや他の様々な場所で、研究員達は海底都市の名残を発見している。（恐らくそれは洪水後の都市であり、氷帽が融けだすとともに放棄を余儀なくされたものだろう）

15.
自然で目にするほとんど全ての物は私達に神の判決を思い【起こさせる／起こさせない】。

：（どちらかに○）

16.
神は再び判決を【行なう／行なうことはない】。 ：（どちらかに○）

“ある人たちは、遅いと考えているようですが、主は約束の実現を遅らせておられるのではありません。そうではなく、一人も滅びないで皆が悔い改めるようにと、あなたがたのために忍耐しておられるのです。”（ペトロの第二の手紙3章9）

“The Lord is not slack concerning his promise, as some men count slackness; but is longsuffering to us-ward, not willing that any should perish, but that all should come to repentance.” (II-Peter 3:9)
17.
いちどあなたが彼を救い主として受け入れるなら、あなたは神の家族として生まれる。

誕生は______だけだが、成長には_____時間が掛かる。（成長には：聖書を読むこと、祈ること、洗礼を受けること、教会へ行くこと、聖典の学習、神の言葉を考察しようとすること、そして神にあなたの人生をゆだねること、が伴う）

ADDITIONAL NOTES

“ミツライムからルデ族、アナミ族、レハビ族、ナフト族、パテロス族、カスル族、カフトリ族が出た。カフトリ族からペリシテ族が出た。カナンからその長子シドンが出て、またヘテが出た。その他エブスびと、アモリびと、ギルガシびと、ヒビびと、アルキびと、セニびと、アルワデびと、ゼマリびと、ハマテびとが出た。後になってカナンびとの氏族がひろがった。”（創世記10章13-17）

“And Mizraim begat Ludim, and Anamim, and Lehabim, and Naphtuhim, And Pathrusim, and Casluhim, (out of whom came Philistim,) and Caphtorim. And Canaan begat Sidon his first born, and Heth, And the Jebusite, and the Amorite, and the Girgasite, And the Hivite, and the Arkite, and the Sinite,” (Genesis 10:13-17)
“宮をささげるときにうたったダビデの歌: 主よ、わたしはあなたをあがめます。あなたはわたしを引きあげ、敵がわたしの事によって喜ぶのを、ゆるされなかったからです。わが神、主よ、わたしがあなたにむかって助けを叫び求めると、あなたはわたしをいやしてくださいました。主よ、あなたはわたしの魂を陰府からひきあげ、墓に下る者のうちから、わたしを生き返らせてくださいました。主の聖徒よ、主をほめうたい、その聖なるみ名に感謝せよ。その怒りはただつかのまで、その恵みはいのちのかぎり長いからである。夜はよもすがら泣きかなしんでも、朝と共に喜びが来る。わたしは安らかな時に言った、「わたしは決して動かされることはない」と。主よ、あなたは恵みをもって、わたしをゆるがない山のように堅くされました。あなたがみ顔をかくされたので、わたしはおじ惑いました。主よ、わたしはあなたに呼ばわりました。ひたすら主に請い願いました、”（詩篇30章1－8）

“I will extol thee, O LORD; for thou hast lifted me up, and hast not made my foes to rejoice over me. O LORD my God, I cried unto thee, and thou hast healed me. O LORD, thou hast brought up my soul from the grave: thou hast kept me alive, that I should not go down to the pit. Sing unto the LORD, O ye saints of his, and give thanks at the remembrance of his holiness. For his anger endureth but a moment; in his favour is life: weeping may endure for a night, but joy cometh in the morning. And in my prosperity I said, I shall never be moved. LORD, by thy favour thou hast made my mountain to stand strong: thou didst hide thy face, and I was troubled. I cried to thee, O LORD; and unto the LORD I made supplication.” (Psalm 20:1-8)

“主はノアに言われた、「あなたと家族とはみな箱舟にはいりなさい。あなたがこの時代の人々の中で、わたしの前に正しい人であるとわたしは認めたからである。あなたはすべての清い獣の中から雄と雌とを七つずつ取り、清くない獣の中から雄と雌とを二つずつ取り、”（創世記7章1－2）

“And the LORD said unto Noah, Come thou and all thy house into the ark; for thee have I seen righteous before me in this generation. Of every clean beast thou shalt take to thee by sevens, the male and his female: and of beasts that are not clean by two, the male and his female.” (Genesis 7:1-2)
“そのはいったものは、すべて肉なるものの雄と雌とであって、神が彼に命じられたようにはいった。そこで主は彼のうしろの戸を閉ざされた。”（創世記7章16）

“And they that went in, went in male and female of all flesh, as God had commanded him: and the LORD shut him in.” (Genesis 7:16)
“神はノアに仰せになった。「さあ、あなたもあなたの妻も、息子も嫁も、皆一緒に箱舟から出なさい。”（創世記8章15‐16）

“And God spake unto Noah, saying, Go forth of the ark, thou, and thy wife, and thy sons, and thy sons' wives with thee.” (Genesis8:15-16)

“それはノアの六百歳の二月十七日であって、その日に大いなる淵の源は、ことごとく破れ、天の窓が開けて、雨は四十日四十夜、地に降り注いだ。”　（創世記7章11‐12）

"In the six hundredth year of Noah's life, in the second month, the seventeenth day of the month, the same day were all the fountains of the great deep broken up, and the windows of heaven were opened.And the rain was upon the earth forty days and forty nights."(Genesis 7:11-12)
“こうして主の箱を持って、町を巡らせ、その周囲を一度回らせた。人々は宿営に帰り、夜を宿営で過ごした。”（ヨシュア記6章11）

“So the ark of the LORD compassed the city, going about it once: and they came into the camp, and lodged in the camp.” (Joshua 6:11)

“地を水の上に敷かれた者に感謝せよ、そのいつくしみはとこしえに絶えることがない。”

（詩篇136章6）

“To him that stretched out the earth above the waters: for his mercy endureth for ever.” (Psalm136:6)

“神はノアと、箱舟の中にいたすべての生き物と、すべての家畜とを心にとめられた。神が風を地の上に吹かせられたので、水は退いた。”（創世記8章1）

“And God remembered Noah, and every living thing, and all the cattle that was with him in the ark: and God made a wind to pass over the earth, and the waters assuaged;” (Genesis8:1)

“あなたは地をその基の上にすえて、とこしえに動くことのないようにされた。あなたはこれを衣でおおうように大水でおおわれた。水はたたえて山々の上を越えた。あなたのとがめによって水は退き、あなたの雷の声によって水は逃げ去った。山は立ちあがり、谷はあなたが定められた所に沈んだ。”（詩篇104章5-8）

“Who laid the foundations of the earth, that it should not be removed for ever. Thou coveredst it with the deep as with a garment: the waters stood above the mountains. At thy rebuke they fled; at the voice of thy thunder they hasted away. They go up by the mountains; they go down by the valleys unto the place which thou hast founded for them.” (Genesis 104:5-8)

“エベルにふたりの子が生れた。そのひとりの名をペレグといった。これは彼の代に地の民が分れたからである。その弟の名をヨクタンといった。”（創世記10章25）
“And unto Eber were born two sons: the name of one was Peleg; for in his days was the earth divided; and his brother's name was Joktan.” (Genesis10:25)

“御子と結ばれている人にはこの命があり、神の子と結ばれていない人にはこの命がありません。”（ヨハネの第一の手紙5章12）

“He that hath the Son hath life; and he that hath not the Son of God hath not life.” (I-John 5:12)

“彼らがそれを持って来ると、イエスは、「これは、だれの肖像と銘か」と言われた。彼らが、「皇帝のものです」と言うと、”(マルコによる福音書12章16)

“And they brought it. And he saith unto them, Whose is this image and superscription? And they said unto him, Caesar's.”  (Mark 12:16)

群衆のある者がこれらの言葉を聞いて、「このかたは、ほんとうに、あの預言者である」と言い、ほかの人たちは「このかたはキリストである」と言い、また、ある人々は、「キリストはまさか、ガリラヤからは出てこないだろう。 キリストは、ダビデの子孫から、またダビデのいたベツレヘムの村から出ると、聖書に書いてあるではないか」と言った。こうして、群衆の間にイエスのことで分争が生じた。彼らのうちのある人々は、イエスを捕えようと思ったが、だれひとり手をかける者はなかった。さて、下役どもが祭司長たちやパリサイ人たちのところに帰ってきたので、彼らはその下役どもに言った、「なぜ、あの人を連れてこなかったのか」。下役どもは答えた、「この人の語るように語った者は、これまでにありませんでした」。パリサイ人たちが彼らに答えた、「あなたがたまでが、だまされているのではないか。役人たちやパリサイ人たちの中で、ひとりでも彼を信じた者があっただろうか。(ヨハネによる福音書7章40－48)

“Many of the people therefore, when they heard this saying, said, Of a truth this is the Prophet.  Others said, This is the Christ. But some said, Shall Christ come out of Galilee? Hath not the scripture said, That Christ cometh of the seed of David, and out of the town of Bethlehem, where David was? So there was a division among the people because of him.  And some of them would have taken him; but no man laid hands on him.  Then came the officers to the chief priests and Pharisees; and they said unto them, Why have ye not brought him? The officers answered, Never man spake like this man.  The officers answered, Never man spake like this man.  Have any of the rulers or of the Pharisees believed on him?”  (John 7:40-48)

Seminar Seven


質疑応答

“ただ、心の中でキリストを主とあがめなさい。また、あなたがたのうちにある望みについて説明を求める人には、いつでも弁明のできる用意をしていなさい。”（ペトロの第一の手紙3章15）

“But sanctify the Lord God in your hearts: and be ready always to give an answer to every man that asketh you a reason of the hope that is in you with meekness and fear:” (I-Peter 3:15)

1.
Ecclesiastes 7:25　“ I applied mine heart to know, and to search, and to seek out________, and the reason of things, and to know the wickedness of folly, even of foolishness and madness:”
“わたしは、心を転じて、物を知り、事を探り、______と道理を求めようとし、また悪の愚かなこと、愚痴の狂気であることを知ろうとした。”（伝道の書7章25）

2.
II-Timothy 2:15　“_______ to shew thyself approved unto God, a workman that needeth not to be ashamed, rightly dividing the word of truth. “
“あなたは、適格者と認められて神の前に立つ者、恥じるところのない働き手、真理の言葉を正しく伝える者となるように_________。”（テモテへの第二の手紙2章15）

全ての科学者が進化を信じているのか？

3.

多数派意見から真実を見つけ【られる／られない】。 ：（どちらかに○）

4.

創造に関する材料は、通常科学ジャーナルから_______されている。

5.

多くの教育者が教科書の_______を公表することで、職を失っている。

6.

この科学者は創造を信じている： (ひとつ選び○で囲め)



A.　アイザック・ニュートン



B.　サミュエル・モース



C.　ルイ・パスツール



D.　上記のもの全員

公立校で創造を教えることは合法なのか？

7.
“教会と国の分離”は、憲法のなかに見つけら【れる／れない】。：（どちらかに○）

どうして、何億光年も離れた星を私達は見ることができるのだろう？

8.
星が爆発すると、それはスーパー_________（超新星）と呼ばれる。

9.
宇宙には一人当たり____兆個の星があると見積もられている。
 


彼らは________の視差を使って、星までの距離を測っている。

	同じ対象を2つの観測点からみた場合に生じる方向の差を視差といい、それは角度であらわされる。また2つの観測点間の距離(基線)と視差(角度)をつかい三角法により対象までの距離をもとめることを三角測量という。

三角法は、三角形の角の大きさと辺の長さの関係について研究する数学の分野。様々な数学の分野の中でもきわめて古くから存在し、測量などの実用上の要求と密接に関連して生まれた。三角法と数表を用いることで、直接に測ることの難しい長さを良い精度で求めることができる。


10.
地球から太陽までは_________分かかる。光が太陽から地球まで進むには、8.3分かかる。

よって太陽から地球までの距離（概ね1AU）は8.3光分となる。

（93,000,000マイル＝１AU＝>8光分）　


（AU＝Astronomical Unit／太陽の周りを回る地球の公転軌道の長半径を1とした長さの単位）
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光速＝299,792,458m/s（≒30万km/秒）

太陽までの平均距離1億5000万km

光年（ｌｙ）＝光が自由空間を1年間に通過する長さ

1光年 ＝ 30万km/秒 × 60秒 × 60分 × 24時間 × 365日 ＝約 9兆4800億km

	天体の距離の測量方法：公転の直径の右端と左端（つまり地球が公転で半年周期した点）から、
観測したい星の角度を測定すれば、三角測量で距離がわかる。


11.
１光年トライアングルは、___________度の角度を持つ。

12．
100光年トライアングルは、______________度である。


（二人の人が16インチ離れて立ち、830マイル先の地点を注視するのと同じである。）

13．
何億光年も先の星を三角法の視差を使って測定することは【できる／できない】。

：（どちらかに○）

14．
2001年、研究室の科学者たちは光を完全に______________させた。

15．
2000年、科学者達は光速度を通常の____倍まで加速した。

16．
光の速度は一定ではない。そのようなことから、アインシュタインは間違って

【いた／いなかった】！　：（どちらかに○）

神には、はじめからここにあった光で星を造ることができる。

17．
レッドシフト（赤方偏移）はビッグ・バン理論の偉大な証拠で【ある／はない】。

：（どちらかに○）

太陽は縮んでいるのか？

18．
太陽は毎秒________トンの質量を失っている。

放射性炭素測定(Carbon dating)による年代はどうか？

19．
放射性年代決定は、__________ (geologic ________)が先に組み立てられていなかったとしたら可能なことではなかった。

20．
化石は本当に地質柱状図に従って年代別されて【いる／いない】。 ：（どちらかに○）

21．
地球の大気圏(環境)は____％が窒素（ナイトロジェン／N）である。

（残りは21％酸素O₂，0.06％炭素C）

22．
太陽から降る放射能は、大気中の窒素にぶつかり__________（_______14=radioactive carbon）に変化する。


通常の炭素はCarbon12であり、放射性炭素がCarbon14である。


(放射性炭素は非常にめずらしく、急速に分解される。)

23．
放射性炭素が分解すると、それは通常の___________にもどる。


（Carbon14の半分は5730年ごとに分解する。これが半減期*として知られる。）

	＊半減期（Half-life）

放射性同位体が放射線を放射、崩壊して別の元素に変わるとき、元の質量の半分が別の元素に変わる期間。これは同位体の安定度を示す値でもあり、半減期が短ければ短いほど不安定な元素ということになる。

原子の崩壊は自然に起きるもので、崩壊までの期間は確率によってのみ左右される。一つの原子を相手にして、

その原子がいつ崩壊するか予想することは出来ない。放射性元素では、すべての原子がある時間内に崩壊する確

率は等しい。何百万かの原子で構成されるサンプルをつくると、崩壊する確率に応じて一定の速度で内部の原子

が崩壊をしていくことになる。この速度を言い換えた値が半減期であり、はじめに存在した状態の半分が崩壊す

るまでにかかる時間のことである。この値は各同位体で定数となる。

放射壊変と壊変定数は核種に固有な値をとるので、半減期(放射能の減衰)を測定すると核種を推定できる。

また物質の流出入が閉じた系(化石、火成岩など)では放射能の減衰度合いと半減期から逆算して年代測定に用いら

れる。（出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』）



植物は大気から放射性炭素（Carbon14）を取り込む。


人々と動物は植物を食べる。


死に際、動物は半減期に従いCarbon14を失い（腐食）はじめる。


大気中のCarbon14の量は植物や動物のなかに見つかるものと同量であると想定されている。


（大気中には0.0000765％の放射性炭素/Carbon14が含まれている。）

24．
放射性炭素測定とは、物質中のCarbon14の量と、_________のCarbon14の量をそれぞれ測定するというものである。

仮に今日全く新しい地球を作ろうと試みるとしたら、Carbon14の均衡（equilibrium）をはかるにはおよそ3万年かかるのである。

25．
地球の大気圏に含まれる放射性炭素/Carbon14は____年前より増えている。

しかしまだ、地球はその均衡に達していない。だから・・・

26．
地球の年代は3万年【以上／未満】ということになる！ ：（どちらかに○）

年代の分かっている見本に年代づけをしてみるならば、放射性炭素測定は有効でない。

年代の分からない見本に年代づけをしてみるならば、放射性炭素測定は有効と仮定できる。

27．
これは科学【である／ではない】！　：（どちらかに○）

28．
成分が腐食すると、そこに ___________が生成される。

29．
大気中に含まれるヘリウムは地球が______万年未満であることを示唆している。

Seminar Seven B



カリウム・アルゴン年代測定は地球が何億歳であるということを証明するか？

1．
カリウム（K）が壊れるとき、それはアルゴン（粗酒石／Ar）という____に変化する。

（カリウムは大変長い半減期がある：　約130年）

彼らによると、溶岩流が岩を溶かし、岩に含まれたアルゴンを全て放出する

ということである。

2．
そのようなことから、アルゴンの量は____にリセットされ、岩に唯一残されるのはカリウムということになる。それを測定することにより、岩の年代が分かるというものである。

3．
_______年、KBS凝灰岩が2億1200～3000万年と測定された。


1977年、リチャード・リーキーはKBS凝灰岩の下にヒトの頭蓋骨を見つけた。


（ということは、人は凝灰岩より古いということになる）


彼らはKBS凝灰岩の年代を指定しなおすことにし、52～264万年前とした。

4．
カリウム・アルゴン年代測定は機能【する／しない】。　：（どちらかに○）

5．
1770年、地球は約__万年であるといわれていた。　今日、生徒達はそれが____億年である

と教えられている。（それは地球が毎年2100年か、毎分40年も歳をとっていることになる。）

新しい（まだ化石化していない）恐竜の骨が見つかった？

6．
1993年、_____________で、まだ新しいカモノハシの恐竜の骨が見つけられた。

7．
1961年、地質学者達は______________恐竜の骨を見つけた。

8．
新しい骨は何百万年といわれる動物達の存在の証明に【なる／ならない】。：（どちらかに○）

洪水があったというならば、全ての人はどこにいたのか？

9．
彼らは、約_______人の人々が発見されたといっている。

10．
どうやら、洪水のあった頃には、____より動物のほうが多くいたようである。


恐らく多くの人々は急速な生き埋め状態からは脱出でき、結果的に腐敗したのだろう。

11．
多くの人骨は当初の人間がとても____かったことから、誤った確認をされている。

ノアはどこでピッチ*を手に入れたのか？


* コールタールなどを蒸留した後に残る黒褐色の粘質物で、屋根の防水や舗装に使われる

12．
ピッチは樹木から作ることが【できる／できない】。：（どちらかに○）
古代人は原始的だったか？

13．
900年ぐらいも生きられるなら、それは多くのことを学ぶことが【できる／できない】。


多くの人工物からは、過去の技術の水準の高さが伺える。：（どちらかに○）

14．
_________では、2000年前の電池が発見された。

15．
古代人は手術をすることができていた【かもしれない／ということはない】：（どちらかに○）

16．
__________ *（= The______ Mean Ratio）（１：1.61）は、自然のいたるところで見つかる。

	* 最も美しいとされる比。線分を a, bの長さで 2 つに分割するときに、a : b = b : (a + b) が成り立つように分割したときの比 a : b のことで、五角形の中や、歴史的建造物、美術品、準結晶の中に見出すことができる。また、自然界にも表れ、植物の葉の並び方や巻き貝の中にも見つけることができる。この比によって長さを分けることを黄金比分割または黄金分割という。


大ピラミッドはどうなのか？

17．
大ピラミッドは地表にできた________の建物である。

18．
それは、テキサス周辺に高さ___フィートのブロック塀を建てのるに充分なほどの石材を使っている。

19．
ピラミッドの頂上は高さ______フィートある。

20．
それには_______の類は一切取り付けられなかった。

21．
大ピラミッドは神によって証明されている可能性が【ある／ない】。：（どちらかに○）

地球はかつて溶解した熱い塊だったのか？

22．
花崗岩(御影石)にはすべて、_____________*と呼ばれる小さな輪が存在する。


ポロニウム218には3分の半減期がある。


ポロニウム214には0.164秒の半減期がある。

	* 漢字では釙。安定同位体は存在しない。酸素族元素の一つ。銀白色の金属（半金属）。昇華性があり、化学的性質は、テルルやビスマスに類似する。水に溶けない。塩酸にはゆっくり溶ける。ラドンが崩壊することによってポロニウム218が生じ、更にこれが崩壊していく過程でポロニウム214、ポロニウム210が生じる。自然界に存在するポロニウムでは、ポロニウム210の半減期が138.4日と一番長い。人工的に作られるポロニウム209の半減期は102年である。ポロニウムは放射能を持つ物質として危険。


23．
花崗岩はポロニウムのリングを岩石のなかで生かすために______形成させなければならない。

地球温暖化はどうか？

24．
R-12は【上昇／下降】する。　：（どちらかに○）

25．
火山は人間がする__________障害を起こしている。

GREEN RIVER FORMATION*は地球が何百歳であるという証明になるか？

	* Green River Formation の元は酸欠の湖底堆積物。酸欠で bioturbation が無いので、堆積時の細かい縞が残っている。 ユタ、コロラド、ワイオミング州にまたがり産地があり、ユタでは部分的には油田になっている。


26．
岩層は年代を意味【する／しない】。　：（どちらかに○）
火星の岩はどうか？

27．
火星の地球に最も近い所はおよそ＿＿＿＿＿万マイルである。

28．
その岩は_______で見つかった。

我々をここに存在させるのに神は進化を使うことができただろうか？（有神進化論）

29．
もし、神が進化を使ったのなら、それは_____のなかの神ではない。

進化は聖書の教えに添うか？

30．
進化は聖書とは全く___________のことを説いている。

他の宗教についてはどうか？

31．
イサクが騙されたのは、彼が彼自身の______で行動したからである。

法王は進化を受け入れたか？

32．
____________教会には聖書に従わない多くの事柄がある。

アラーは聖書の神と同じか？

33．
クワラン（コーラン）は科学的にも精神的にも________に満ちている。

聖書には矛盾があるか？

34．
創世記第1章が創造のすべてを説明している。


第2章では___________で起こったことについて述べられている。

Seminar Seven C


1.
I-Kings 4:26


“Solomon had forty thousand stalls ___horses ____ his chariots, and twelve thousand horsemen.” 


“ソロモンはまた戦車の馬の、うまや四千と、騎兵一万二千を持っていた。”（列王紀上4章26節）

II-Chronicles 9:25


“And Solomon had four thousand stalls ___ horses ____ chariots, and twelve thousand horsemen; whom he bestowed in the chariot cities, and with the king at Jerusalem.”
“ソロモンは馬と戦車のために馬屋四千と騎兵一万二千を持ち、これを戦車の町に置き、またエルサレムの王のもとに置いた。”（歴代誌下9章25節）
解答：1戦闘馬車に馬10頭

2. 
II-Samuel 10:18


“And the Syrians fled before Israel; and David slew the men of seven hundred ________________, and forty thousand horsemen, and smote Shobach the captain of their host, who died there.”
“しかしスリヤびとがイスラエルの前から逃げたので、ダビデは_______________の兵七百、騎兵四万を殺し、またその軍の長ショバクを撃ったので、彼はその所で死んだ。”(サムエル記下10章18節)

I-Chronicles 19:18


“But the Syrians fled before Israel; and David slew of the Syrians seven thousand _____which fought in chariots, and forty thousand footmen, and killed Shophach the captain of the host.”
“しかしスリヤびとがイスラエルの前から逃げたので、ダビデはスリヤびとの戦車の___七千、歩兵四万を殺し、また軍の長ショパクをも殺した“(歴代志上19章18)

解答：1戦闘馬車に人10名

3.
Numbers　25:9


“And those that died in the plague were twenty and four thousand.” 


“しかし、その疫病で死んだ者は二万四千人であった。”(民数記25章9)

I-Corinthians 10:8


“Neither let us commit fornication, as some of them committed, and fell in___　____three 

and twenty thousand.”
“また、ある者たちがしたように、わたしたちは不品行をしてはならない。不品行をしたため倒された者が、______に二万三千人もあった。”（コリント人への第一の手紙10章8）
解答：　後の疫病のあいだには1000人が亡くなった

4.
うさぎは反芻【する／しない】！　：（どちらかに○）

ペテロは種無しパンの日々の間に捕らえられた。

ということは、すでに過越の祭りが催されていたということである。

5.
そこで、ヘロデ王は_________の間にペテロを殺したかったのである。

6.
ヨナはくじらに飲み込ま【れた／れなかった】。　：（どちらかに○）

なぜキング・ジェームズ・バイブルを使うのか？

7.
5000部を超える経典が___________________として知られるようになった。

(届けられた文書)（多数派による文書）

8.
エジプトの________________は彼らの信念に従って独自の経典を作った。

9.
ラテン語の______________は、そのアレキサンドリア版をもとに作られたものである。


（今日の新訳の多くも同様の版をもとにして作られている）

神はどのような方であろうか？

10.
フラット夫妻は___次元人格(キャラクター)である。

11.
我々は___次元人格(キャラクター)である。

Ephesians 3:18


“May be able to comprehend with all saints what is the _______, and _______, and ______, and ______;”
“すべての聖徒と共に、その___さ、___さ、___さ、___さを理解することができ、”（エペソ人への手紙3章18節）
12.
神は3次元【以上／以下】を備えている。：（どちらかに○）

すべての種族はどこから来たのか？

13.
人々は__________の塔以来文化を分けた。

14.
エジプトは_______の土地である。

15.
Acts 17:26


“And hath made of ____ blood all nations of men for to dwell on all the face of the earth, and hath determined the times before appointed, and the bounds of their habitation;”
“また、________から、あらゆる民族を造り出して、地の全面に住まわせ、それぞれに時代を区分し、国土の境界を定めて下さったのである。”（使徒行伝17章26）

クローニングはどうか？

16.
クローニングは何か新しいものを【作った／作ったわけではない】。　：（どちらかに○）

なぜ神は完全な世界において有害なヘビを造ったのか？

17.
感電はヘビの毒を中和【する／しない】。：（どちらかに○）

18.
おそらく、ヘビはもともと_______だったわけではない。

“規約の箱”についてはどうか？

19.
__________の下の洞穴に隠されていた可能性がある。

ビッグ・フットについてはどうか？

20.
基本的に４つの見解がある：


A.　でっちあげ


B.　未確認の類人猿


C. まだ見ぬ60年代の__________


D.　地球外からのエイリアン

創世記6章のネフィリムとは何者か？

21.
ふたつの基本見解：


A.　“神の子”は堕______である。


B.　“神の子”はカインの筋と結婚したセスの筋の者である。

UFOについてはどうか？

22.
これらのカテゴリーのひとつに当てはまるかもしれない：

· 未確認の_________
· 最高機密である政府の実験

· ___________活動

アダムとイヴが罪に問われるまで、どのくらい時間があったのか？

23.
‐　アダムは、________が生まれたとき、130歳だった。


‐　第7日目、すべてはとても__________。

「創造した」と「作った」という言葉は違うのか？

双方の言葉は経典で交互に使われている。

更なる創造に関する情報はどこで得られるのか？


drdino.com

ほんとうに博士号を取得しているのか？(Post hole digger)

1991年　パトリオット大学　哲学科　博士号取得

紅海渡渉（こうかいとしょう）についてはどうか？

24.
紅海渡渉は________湾で起こっていた可能性がある。

25.
アルーラウズ山（Jabal al-Lawz）が、_______山の本当の場所に最も近いようである。

ソドムとゴモラについてはどうか？

26.
これらの街には文字通り___________________が降ったのである。

親知らずは進化の証拠か？

27.
単に昔の人々がはるかに_______生きていたことを示しているだけである。

なぜあなたはそんなに皮肉屋なのか？

28.
エリヤは預言者________を嘲笑した*。


キリストはこの世での日々では、宗教リーダーを絶えず戒め続けた。

	* エリヤは紀元前９世紀ごろ、北イスラエルのアハブという王がバールという偶像の神を信仰するようになって、神の預言者たちをすべて殺させたとき、一人残って、バールの預言者たちと対決した預言者。


なぜ反ホヴィンドWEBサイトで答えないのですか？


1.　個人的にお電話で質問されてこられた方にはお答えします。


2.　ミーティングなどでは、必ず終わりに質疑応答を受け付けています。


3.　どんなに沢山の進化論者の方々でも、議論の場は据え置きのオファーとしてあります。

（さらに＄100で討議をお受けし、みごと進化論を証明された方には＄250,000差し上げます）


4.　私は毎年、電話、手紙、メールの沢山のご質問にお答えしています。


5.　私には、特に答えの欲しくない人に何かお答えする時間はありません。

29.
“聖なるものを___にやるな。また真珠を豚に投げてやるな。恐らく彼らはそれらを足で踏みつけ、向きなおってあなたがたにかみついてくるであろう。”（マタイの福音書7章6）


“Give not that which is holy unto the _____, neither cast ye your pearls before swine, lest they trample them under their feet, and turn again and rend you.” (Matthew 7:6)

ADDITIONAL NOTES

“彼らの中のひとりで、以前にイエスに会いにきたことのあるニコデモが、彼らに言った、 「わたしたちの律法によれば、まずその人の言い分を聞き、その人のしたことを知った上でなければさばくことをしないのではないか」。彼らは答えて言った、「あなたもガリラヤ出なのか。よく調べてみなさい、ガリラヤからは預言者が出るものではないことが、わかるだろう」。〔そして、人々はおのおの家に帰って行った。”（ヨハネによる福音書7章50‐53）

“Nicodemus saith unto them, (he that came to Jesus by night, being one of them,) Doth our law judge any man, before it hear him, and know what he doeth? They answered and said unto him, Art thou also of Galilee? Search, and look: for out of Galilee ariseth no prophet. And every man went unto his own house.” (John 7:50-53)
“主はもろもろの星の数を定め、すべてそれに名を与えられる。”（詩篇147章4）

“He telleth the number of the stars; he calleth them all by their names.” (Psalm147:4)
“日がたって、カインは地の産物を持ってきて、主に供え物とした。アベルもまた、その群れのういごと肥えたのとを持ってきた。主はアベルとその供え物とを顧みられた。しかしカインとその供え物とは顧みられなかったので、カインは大いに憤って、顔を伏せた。”（創世記4章3-5）

“And in process of time it came to pass, that Cain brought of the fruit of the ground an offering unto the LORD. And Abel, he also brought of the firstlings of his flock and of the fat thereof. And the LORD had respect unto Abel and to his offering: But unto Cain and to his offering he had not respect. And Cain was very wroth, and his countenance fell.” (Genesis 4:3-5)

“献げ物にする桑の木、えり抜きの朽ちない木を／巧みな職人は捜し出し、像を造り、据え付ける。”（イザヤ書40章20）

“He that is so impoverished that he hath no oblation chooseth a tree that will not rot; he seeketh unto him a cunning workman to prepare a graven image, that shall not be moved.” (Isaiah40:20)

“主である神はこう言われる。神は天を創造して、これを広げ／地とそこに生ずるものを繰り広げ／その上に住む人々に息を与え／そこを歩く者に霊を与えられる。（イザヤ書42章5）

“He that is so impoverished that he hath no oblation chooseth a tree that will not rot; he seeketh unto him a cunning workman to prepare a graven image, that shall not be moved.” (Isaiash 42:5)

“主に栄光を帰し／主の栄誉を島々に告げ知らせよ。”　（イザヤ書42章12）

“Let them give glory unto the LORD, and declare his praise in the islands.” (Isaiash 42:12)

“主はその力をもって地を造り、その知恵をもって世界を建て、その悟りをもって天をのべられた。”（エレミヤ書10章12節）

　

“He hath made the earth by his power, he hath established the world by his wisdom, and hath stretched out the heavens by his discretion.” (Jeremiah10:12)
“そこで主は言われた、「わたしの霊はながく人の中にとどまらない。彼は肉にすぎないのだ。しかし、彼の年は百二十年であろう」。そのころ、またその後にも、地にネピリムがいた。これは神の子たちが人の娘たちのところにはいって、娘たちに産ませたものである。彼らは昔の勇士であり、有名な人々であった。主は人の悪が地にはびこり、すべてその心に思いはかることが、いつも悪い事ばかりであるのを見られた。主は地の上に人を造ったのを悔いて、心を痛め、「わたしが創造した人を地のおもてからぬぐい去ろう。人も獣も、這うものも、空の鳥までも。わたしは、これらを造ったことを悔いる」と言われた。”（創世記6章3-7節）

“And the LORD said, My spirit shall not always strive with man, for that he also is flesh: yet his days shall be an hundred and twenty years. There were giants in the earth in those days; and also after that, when the sons of God came in unto the daughters of men, and they bare children to them, the same became mighty men which were of old, men of renown. And God saw that the wickedness of man was great in the earth, and that every imagination of the thoughts of his heart was only evil continually. And it repented the LORD that he had made man on the earth, and it grieved him at his heart. And the LORD said, I will destroy man whom I have created from the face of the earth; both man, and beast, and the creeping thing, and the fowls of the air; for it repenteth me that I have made them.” (Genesis 6:3-7)

“あなたは、いとすぎの木で箱舟を造り、箱舟の中にへやを設け、アスファルトでそのうちそと

を塗りなさい。”（創世記6章14節）

“Make thee an ark of gopher wood; rooms shalt thou make in the ark, and shalt pitch it within and without with pitch.” (Genesis 6:14)

“しかし、もう隠しきれなくなったので、パピルスで編んだかごを取り、それにアスファルトと

樹脂とを塗って、子をその中に入れ、これをナイル川の岸の葦の中においた。”（出エジプト記2

章3節）

“And when she could not longer hide him, she took for him an ark of bulrushes, and daubed it with slime and with pitch, and put the child therein; and she laid it in the flags by the river's brink.”(Genesis 2:3)
“エドムのもろもろの川は変って樹脂となり、その土は変って硫黄となり、その地は変って燃える樹脂となって、夜も昼も消えず、その煙は、とこしえに立ちのぼる。これは世々荒れすたれて、とこしえまでもそこを通る者はない。”（イザヤ書34章9-10節）

“And the streams thereof shall be turned into pitch, and the dust thereof into brimstone, and the land thereof shall become burning pitch. It shall not be quenched night nor day; the smoke thereof shall go up for ever: from generation to generation it shall lie waste; none shall pass through it for ever and ever.” (Isaiah 34: 9-10)

“その日、エジプトの国の中に主をまつる一つの祭壇があり、その境に主をまつる一つの柱がある。これはエジプトの国で万軍の主に、しるしとなり、あかしとなる。彼らがしえたげる者のゆえに、主に叫び求めるとき、主は救う者をつかわして、彼らを守り助けられる。”（イザヤ書19章19-20節）

“In that day shall there be an altar to the LORD in the midst of the land of Egypt, and a pillar at the border thereof to the LORD. And it shall be for a sign and for a witness unto the LORD of hosts in the land of Egypt: for they shall cry unto the LORD because of the oppressors, and he shall send them a saviour, and a great one, and he shall deliver them.”  (Isaiah 19:19-20)
“また、キリストを基として、全身はすべての節々の助けにより、しっかりと組み合わされ結び合わされ、それぞれの部分は分に応じて働き、からだを成長させ、愛のうちに育てられていくのである。”（エペソ人への手紙4章16節）

“From whom the whole body fitly joined together and compacted by that which every joint supplieth, according to the effectual working in the measure of every part, maketh increase of the body unto the edifying of itself in love.” (Ephesians 4:16)

“二つの腎臓とその上の腰のあたりにある脂肪、腎臓と共に取られる肝臓の上の小葉である。”　

（レビ記7章4節）

“And the two kidneys, and the fat that is on them, which is by the flanks, and the caul that is above the liver, with the kidneys, it shall he take away:” (Leviticus 7:4)

“イエスは彼らに言われた、「あなたがたは、聖書でまだ読んだことがないのか、『家造りらの捨てた石が／隅のかしら石になった。これは主がなされたことで、わたしたちの目には不思議に見える』。”（マタイの福音書21章42節）

“Jesus saith unto them, Did ye never read in the scriptures, The stone which the builders rejected, the same is become the head of the corner: this is the Lord's doing, and it is marvellous in our eyes?” 
“あなたがたは、この聖書の句を読んだことがないのか。『家造りらの捨てた石が／隅のかしら石になった。”（マルコの福音12章10節）

“And have ye not read this scripture; The stone which the builders rejected is become the head of the corner:” (Mark 12:10)

“そこで、イエスは彼らを見つめて言われた、「それでは、『家造りらの捨てた石が／隅のかしら石になった』と書いてあるのは、どういうことか。”（ルカの福音書20章17節）


“And he beheld them, and said, What is this then that is written, The stone which the builders rejected, the same is become the head of the corner?”(Luke 20:17)

“あなたが見ておられたとき、一つの石が人手によらずに切り出されて、その像の鉄と粘土との足を撃ち、これを砕きました。”（ダニエル書2章34節）
“Thou sawest till that a stone was cut out without hands, which smote the image upon his feet that were of iron and clay, and brake them to pieces.”(Daniel 2:34)

“こうして、わたしたちはもはや子供ではないので、だまし惑わす策略により、人々の悪巧みによって起る様々な教の風に吹きまわされたり、もてあそばれたりすることがなく、”（エペソ人への手紙4章14節）

“That we henceforth be no more children, tossed to and fro, and carried about with every wind of doctrine, by the sleight of men, and cunning craftiness, whereby they lie in wait to deceive; 
(Ephesians 4:14)
“彼はまた海を鋳て造った。縁から縁まで十キュビトであって、周囲は円形をなし、高さ五キュビトで、その周囲は綱をもって測ると三十キュビトあった。”（歴代誌下4章2節）
“Also he made a molten sea of ten cubits from brim to brim, round in compass, and five cubits the height thereof; and a line of thirty cubits did compass it round about.” (II-Chronicles 4:2)

“海の厚さは手の幅で、その縁は杯の縁のように、ゆりの花に似せて造られた。海には水が二千バテはいった。”（列王紀上7章26節）
“And it was an hand breadth thick, and the brim thereof was wrought like the brim of a cup, with flowers of lilies: it contained two thousand baths.” (I-Kings 7:26) 
“そのころ、またその後にも、地にネピリムがいた。これは神の子たちが人の娘たちのところにはいって、娘たちに産ませたものである。彼らは昔の勇士であり、有名な人々であった。”（創世記6章4）

“There were giants in the earth in those days; and also after that, when the sons of God came in unto the daughters of men, and they bare children to them, the same became mighty men which were of old, men of renown.” (Genesis6:4)

“ロトがゾアルに着いた時、日は地の上にのぼった。主は硫黄と火とを主の所すなわち天からソドムとゴモラの上に降らせて、これらの町と、すべての低地と、その町々のすべての住民と、その地にはえている物を、ことごとく滅ぼされた。”（創世記19章23-25）

“The sun was risen upon the earth when Lot entered into Zoar. Then the LORD rained upon Sodom and upon Gomorrah brimstone and fire from the LORD out of heaven; And he overthrew those cities, and all the plain, and all the inhabitants of the cities, and that which grew upon the ground.” (Genesis 19:23-25)
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“これらのものは滅びてしまうが、あなたは、いつまでもいますかたである。すべてのもの


は衣のように古び、”（ヘブル人への手紙1章11節）





“They shall perish; but thou remainest; and they all shall wax old as doth a garment;”


(Hebrews 1:11)











“これらは滅びるでしょう。しかし、あなたは長らえます。これらはみな衣のように古びる


でしょう。あなたがこれらを上着のように替えられると、これらは過ぎ去ります。”


（詩篇102章26節）





“They shall perish, but thou shalt endure: yea, all of them shall wax old like a garment; as a 


vesture shalt thou change them, and they shall be changed:” (Psalms 102:26)














“しかし、天地創造の初めから、『神は人を男と女とに造られた。”（マルコによる福音書10章6）





“But from the beginning of the creation God made them male and female.” (Mark 10:6)














“イエスは答えて言われた、「あなたがたは、まだ読んだことがないのか。『創造者ははじめから


人を男と女とに造られ、…”（マタイによる福音書19章4節）





“And he answered and said unto them, Have ye not read, that he which made them at the 


beginning made them male and female,” (Matthew 19:4)

















“はじめに　神は　天と　地とを　創造　された。”（創世記1章1節）





“In the beginning God created the heaven and earth.” (Genesis 1:1)











“しかし、わたしを信ずるこれらの小さい者のひとりをつまずかせる者は、大きなひきうすを首


にかけられて海の深みに沈められる方が、その人の益になる。”（マタイによる福音書18章6節）





“But whoso shall offend one of these little ones which believe in me, it were better for him that 


a millstone were hanged about his neck, and that he were drowned in the depth of the sea.”


 (Matthew 18:6)








“たいていの州には________が厳密であることを求める法律がある。”





“Most states have laws that require__________s to be accurate.”








“主は＿日のうちに、天と地と海と、その中のすべてのものを造って、七日目に休まれた


からである。それで主は安息日を祝福して聖とされた。”（出エジプト記20章11節）





“For [in] __ days the LORD made heaven and earth, the sea, and all that in them [is], and rested 


the seventh day: wherefore the LORD blessed the sabbath day, and hallowed it.” (Exodus 20:11)











“「ペリシテの全地よ、あなたを打ったむちが／折られたことを喜んではならない。へびの根


からまむしが出、その実は飛びかけるへびとなるからだ。”（イザヤ書14章29節）





“Rejoice not thou, whole Palestina, because the rod of him that smote thee is broken: for out of the serpent's root shall come forth a cockatrice and his fruit shall be a fiery flying serpent.” (Isaiah 14:29)








“はじめに ＿は　天と　地とを　創造　された。”（創世記1章1節）





“In the beginning ＿＿ created the heaven and earth.” (Genesis 1:1)











警告：“理論や思考体系を説くのに虚偽を使用すべきではない。”











“主の使はまた彼女に言った、「あなたは、みごもっています。あなたは男の子を産むでしょう。名をイシマエルと名づけなさい。主があなたの苦しみを聞かれたのです。”（創世記16章11節）





“And the angel of the LORD said unto her, Behold, thou art with child and shalt bear a son, and shalt call his name Ishmael; because the LORD hath heard thy affliction.” (Genesis 16:11)





創世記１


“…地の青草と、種類にしたがって種をもつ草と、種類にしたがって種のある実を結ぶ木とをはえさせた。神は見て良しとされた。”（v.12）　





“神はまた言われた、「地は生き物を種類にしたがっていだせ。家畜と這うものと、地の獣を


種類にしたがっていだせ」。そのようになった”(v.24)　（創世記1章には10回記述されている）














	ミツバチの脳とスーパー・コンピューターの比較


		　ミツバチ　　　：　　　コンピューター


サイズ�
極小�
巨大�
�
スピード�
1兆／秒�
60億／秒�
�
エネルギー消費�
10マイクロワット�
膨大キロワット（1000万以上）�
�
経費�
安価�
高額（4千八百万ドル）�
�
整備／補修�
なし（自己治癒）�
たくさん�
�
重量�
軽量（さほどない）�
2300lbs(ポンド)�
�
結論�
進化した？�
設計されたもの�
�
人の脳はミツバチのものより何百倍も複雑である。


*NASAのY-MPC90の場合








“われわれの父は皆一つではないか。われわれを造った神は一つではないか。なにゆえ、


われわれは先祖たちの契約を破って、おのおのその兄弟に偽りを行うのか。”（マラキ書


2章10節）





“Have we not all one father? hath not one God created us? why do we deal treacherously every 


man against his brother, by profaning the covenant of our fathers?” (Malachi2:10)
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